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在来二i;;jjJ詑宅め用材および本-I14115 係

作業分析とその合期化

本、t JÊえは) . f引

T品keshi むYEMURA and Minoru NISHlHARA: Studies O!l ¥Vood-based 

Components 10τPrefabricatíon of Residenti乱1 House II 

Study on materials and works of a Jap乱nese wooden 

convcntﾍonal house for thcir ratJonalíz且t[O [l

(Research m乱terials)

喜喜 E言:従来あまり ilj'J らかにされていない杵来一U:主役令のllJ村と，ボ 1 事関係の作業内殺を分析し
て，在来;し法の改良の参考 fc資するために， ~'ñff146. 57 m2 和風 1 YffJtて不良{主主古 1 機:;t約まました0
flJいられた素材・主張将はfi9程ftなし備だけに着目すれば17概要吉で p ノN1':木をJjj いるに好調:f??な1が、~;;，\\が
多か円たのおば 4.5c01 ， 7.5cm. 1. 0.0e01 の 3 緩絞までいまることが可能と XL\われる。 j打材の使用震を

は O. J74 rn :lj012 でノトE量点11はもっと節約し.I去はもっと強化する必後があると滋われた。佼Riお料数
は 4L G/r百九 くさのは 431 米/m2} 力DT.r:llii'1i数は 168/Jn2~ うちμ 口調1、手部分の加工gny同J 36.4/設12 で，
tì町村の{上 ['1 加工がもっとも多か(た9

木工事関係の作業時間It 3.3m 2 あたり 4.15 人:J:で，そのお壱 6% がJJUJ~nM!~ ， 29.5% がM:Ulて時
間. 21. 1対がその他の作業特泌で9 休J&1，時間は 22.8% IC初当する。 7211前までにl町上!時間の 49.5タふ
きざみの時間の 62.5%， 数 11叩け時間の 59.5.% が{丈われ. {:I:[]様子加工のためだけに 13.6% の日寺聞
が佼われたの }JD 四日HJfi内装材より裕治材lζ多く. m..i'r. U 守閣は内総本主 lと多くを嬰し ， lJi主主村以外では
個体数の多い部討に多くの時rl1J長必要とするので，力llTO) プ v l; •ソトイt，仮体数の減少はずUJの有力
な乎Iえとなる。プレカ y トイヒやi本態時間などの合間イtにより，総 i:r~訪日寺 !ltlij (i:l .7% CUm2 あたり
2.64 人口まで節約 líJiÆと尽われ，とれは枠組み縫ユ:1)~の行説得m'ji'ζ 目玉旅するが，かなり自司裁が伴い，
{十日綴)'-(.1)形状傍L究会変えないままでは限界民!な彼と考えられるυ3草地紋やト:tr.l絞1:{~仮~(~?こると
とによ「て，かなり部材のf叫f半数も節約できょう。

1. はしかき

わが{誌の木治家践の大部分は，いわゆる在来[法と呼ばれるすながらの{討対立体けともとづく現場工法で

議てられている。 しかし〉そのどE~ミ工法 iζば，かなり自立からいくつもの問題点が指摘容れていた。①使用

される木材の磁獄が多すぎてきわめて複雑である，③現場予IIt1が多すまて労務'l!1がかさむ， G副賞j じ現出"で

生廷に主i:WJl'討を必要とする，④ 品生践的であるので首1庁、には不むきである，⑤構法的にはすぐれた頭、も

あるが必ずしも合J1lHI'Jでないき⑥相当熟練した技11訳者会必裂とするので今後の殺人の技能低下が問題とな

る， などがそれであるが， !と?て:く;にと i近忍工年lト川叩::..~にといたつで， 木村:貸!伐主1: 0のi)"(i正必潟r{白ら民'älゐ:"1、jïn騰犠 Fと←ク労]'少民の?七:;， 1

コストをいちじるしく f増設大させてき fたこ fたLご:め，欽務コンクリート i返りや欽汽._;去りに対する相対的な価格i七も

大きくなり，そ オしる lζ し、 tてつ fこ。

工法改没'0)， 手段として;11設省では，いわゆるプレハブ住喝の発渓を捻滋してきたが，各企業はむしろ

自企業の免授のためにクローズドシステムとしての特殊な設計の特認そ~J: ~ .. _j ， それぞれ奴完結jの確{引ζつ

1975年7m昔日受lIli
(11 場長 (2) 元木村部

木材…4 Wood Technol.--4 
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とめる JT:; となり，必ずしも安価な{午宅を大量に供給する役割ば32だし得たとは思えない。

実際 iとネ:)-}á]三去を改?与して，材料資金節約し会労務授を引き下げて，必要かっ十分なJ性能を持った伎宅

を， J土車交的 7).;frRi tごしかも大鏡花供給しようとするには，設討をより合理化し， fJiI，滋労務事そそ引き下げてT.

J1Jl も短縮するために，住宅却材そ街M1~ しでできるだけ工場生産化することが盟ましししかもそれは，

オープンな!院で利用できるようにするべきである。 この見地から林業試験場木材部においては， 昭和 43

r___, 46 年度のfiJl r建築Jll木村の部付化j の研究を進め， その後これを経常研究に移して部分技術の完成に

つとめてきたが，その--]誌とレど，在来て法会解析して， 工法上の問題点を具体的に把採しようとした潟

査がとの報告である。

従来，抽象的?と在来]"-1去の r.i1~上の間慰点会指~íMj しているいIJl立数多いが， ]程分析などのJ主体的な資料

lといたっては湾総に匂f しし工法改良などといっても p っ七のJ思いつきに止どまる

ものが多い。木報告は持定のき定患 l 戸だけについての不完全な分析にすぎないが，

角度から滋lí'J にJ['l，擬してみたー伊j として，有用なものであることを信じる。

る

いうまでもなく， ~\ï夜の木材需要の遇、I~は建築用どしてのものである。ヂI来工法と，それに伎われる木

材の実態がどうなっていて，それがどろき芝わるべきかは， '本名i の~t.~主者にとってはきわめてj室主主な問題で

あり，本報告が従来 ζ法検討の-!l'深となることを期待する次第である。 1974 年 8 月から枠組ぽ工法〔い

わゆる 2X4工法〕がオープン化され，枠組墜工法構iit照製材の[j;本議林続格も制定されたの枠組主主T1L

率、在来工法と対比してのf千百両論もうずまいでいるーヅf， *1同1~&J-~_7'却と対抗しての{E来γ11:の改良論もさ

かんである。あえて内容の不備をもかえりみず，この報告を発表して批判を乞うのはとの情勢をみての f

とである。

調査にあたり，多くのご協力そいただいた木村部のi認橋一三~ PfIT~i5栄子，務問!J~Jí'の笈出 限の各f立に

深裂なる感謝を捧げるとた第である。

2. 調査委託麓と調査方法

a. 鏑変宮家濠

この諮去に用いた家J~3 は， 林業試験場主主[1Ij;こi[い， オミ迭モルタ Jレ空会職員宿舎 (65-Wc--l W~l::!) 1 P 

で，建築冨ff点は 46.57 m2 である。標準としてはやや13::小すぎるきらいはあったが，借家の-，{ι;均滋楼lと (i

i主レどおり，地政がHご調査に便利などと，設計関どおりに施工されて，手抜きや建設途Iドでの設計変更な

どあり得fよいこと J J迂< (C問裂の家霞 6 rîが引き続いて建てられるため ， 'fiij品至まもれなどの補lE lC便利なと

とから潔定したもの寸ある。

i司家屋の主[1:街 l私立 í1i lX1および i二台記陵i乳はり伏せ!\)]そ全国 1~4lと{士一上表とともに示した。

b, ~_潟表方法

調査そはあくまで木工事関係に限った。 としての木材羽交から拾い， T子!の補足料も

あわせて現場でのチ工ツクを行なって正確を JvJ した。この点， ド小黒lJ弐 ['ìP3~携に Rつくられ， Nr ち jるまれ

た材料の検査も正確に行なわれた[で，がけがはじめられるこの現場はま ζ と!と好都冷であった。工数調

査の方lふ間主主員が現i号lpっさっきりで iアJj:iJ \行なわれる~"f 11 ，大T_ 白人についてストップウォッチおよ

って名題作業の税強と rYr!強~j[llJ ，~を測足した。 作業穣はありかじめ分類整烈して記号 f七して

おふ作業主jlC作業予定を聞いておき，時間測定の後作業内務在、;容認してi侍 11JJ軌を持った名作業者)-}IJの野
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表

5'[.{i!; j1:.Lげ

1,Hfti : イh コンク 1) ート見えH十り 1mう〉は打放し f+J:.f}"

タty，在 ;γ:λ ブアノレトブ L ノ 1，ト (20 kg) J二ワイヤラス主(まり， IW*~E ルタノレ徐立)j二色七メントノf ン

11欠きつけ，ま''iJ寸法換気孔耳';i:f:tけコ

屋根:アスブアルトルω ブイング (22 kg) ぶきの jJ!jUj!スレー トぷき。

ひさし:ひさしんに切はf医科}鉄板特 30，ひさし;おま太平板 4. lnm 浮 V. P. 

金設:主!こ gE O. P 巴， コヤ fil\liii] ìtl り郎分。岬 P" 初予防!J塗りはl:.iうの二ふ JlHL 1 m までラストコk絞，
キ:J?)務主主bl. ~1 ，ならて)1}，~，~‘コンクリートに抜する水対日土ク ν 寸ソート漁{士!二げとする。
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艇に記号と 1I守 IHiで犯人じだが， 慨々の{作'1下lド業;た'Uにζついてρω01'仇'1"災誌蜘A♂5柊j寺~I問;日羽i日]を乱飢足【l，:"すi)~ると、E も;に〈どて二? 会全:íほ3主(1'似倣d恐Ul時1吟与引n叩:日辺uを分f折)バ?し

て !時}日均州J午併千付!悶?尚削日引|同配可罰記[己!分 4在会三正、 {孫íi'i詰({十九't!

C. 分類表示

作業Ll: j( 1 のように分 za tノたが，どのほ分;と認するか明らかでないえ;t~{'ì，たとえばれど;せか体的かわか

らなし、J;ïð合などは，より LTcぃ/れと分類努攻することとした。また， f1: IJ おし'ytí主手については，区15 のよ

うに区分して表示するとととした。それぞれ kfl~l~ を: A , irï 裂を Bè þ(/j三しであるが， Al.土共通でも B は 2
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表1. ff-裳の分刻

品.力日 二じ frェ エモ

し ëJイF主主による作業

2, hand :Cßlによる作業

3. 自社工~によるれ:~と

1) 怒 イサ Ij 

2) fjrJ り C;j;::口 11IJ り b さね加工， ii品寄りり)

3) き:ずみ

4) 穴;おけ(jな穴〕

5) \万防i

b , ;1E 搬

c 糾lîT.でくすT{、T け於 WJ.f、j‘け)

d. ì設え手入れ

C，跡#，米

f 手。待ち

g，添 市街

h , rr 台せ判断(iX] íIiHも材選!FJ !j)

�'1 1 加工がi ミffì.q起による戸j穴あけ…...... a 14 
hand =r:具による司d り...…、喝、ーョ…品 22

� 2: c Iζi立後m した建築金物殺を害警告そえる9

tt 3 :それぞれ( )内を合むヨ

i.. HJ {\E(行ムふさ〉

1 疲れ

k. 事故(停滋〉

1. 休思(食事，喫燦i)

τ!l，材料扱い

Jl，その{也

(番号) (J呉国) (名 称) C[~ Vi) 

01 継手 線掛けあり手段ぎ

02 f土口 :人二ノ\れわり紛い



日) (お科、)

03 11: [J えり輸入れノト板 lまそ

し;~iJくさび令指め

01 il:口 減 lまそ~与し

05 [j iJ� iまモ

1)1) fJ: Ll 践し;まぞ l

10 �J: U l'h'、みはそ、火入れ
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(番号) (項[J) (名 称〉

40 H:O (ì河端へ)捻見付けお

よびJil，込み百納H i<S'î

えがくれより大入れく

ぎJ了ち

41-B 仕ロ ホtーニi二台火き込み5fJjか
いくぎれeち

関 5. (つづき〉
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総額ある与ふ合， Biま共通でも Aが 2 Hï;まiある場合， ある No. のAまたは Iヨが， 他の No. のA または B

と共滋な場合もみられる D r主分はあらかじめ ß\tの木造住宅に多用される j::l: Iゴ紋了会そ怒りぺて区分表示して

おいたが，問主主を終わってから， こ

だけを表示した。番号が飛んセいるのはそ

されなかった仕 [1継手は徐外レて，実際lと佼われたもの

ある。悩今の古15材、は1'611 (ζ示してある)'[襟約によって

それぞれ記号区分したが，本報告で lまれミ(表 10) 以外Jこはあらがれてきていない。

3時使用部材

払 {受潟水材の穣類

この工事:t亡使用された木村の{ii5村459 樹綴，品与字句 数 i註および材磁を表 21こ示す。表!立当初用意

されたものに補足材も合み，寸法は切りづかいされる場合でも供給された形状でノハしてある。即怠された

ものの不 I誌になった残村は設し引いてあるが，現場での鴻，t;f~皇居 J将，力日 L腐などを合んでいるととになる

ので3 正1)未必要であった木材の材結はとのをk'}さより主;-Fは少なめでま}ることになるが，それはこの金蕊形

式では逃げられなl' ものであり，木材 Jコ必要!ははやはり表のとおりであったと考えてよい。この建物 L:!.'!!{

)J"g絡によるものであったため，水拾いも，搬入後の検?をもiE総 り，好都合であった。な

お，素材 iま材憾の í)( l 、ものから!ムいものへと i反番 iC並べてあり， おなじ材総の Lt1では J手さの簿いものか

ら，協と序さの同じものでは1!i さの短いものから競べてある。
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表 2. 本 *>1 ぷl ご伊:

f素材噂製1:1)

番号 ;(:, 称 tH符f 村 時v17、? 之、出。

1 ぞうきんずり スド

2 i íljl 人 ilH 縁 " 39 己00X30X24 201 1/ 己 人 74

、ハコ 戸ノ り 本 JI 3, 800X30X24 10 0.002736j O. 、P1JJ• 

A c一t 
ヰ3 Jゐ君怒t 1I ，_)，弓00X30X24 181 " りリD2736i 0 ，、一、 17.18 

ti 1 fm t1: /1 

6 押入桜太 /1 

7 I ;;疋チド[ì]り縁 I1 ,]:1 800X40X36 

古車r 1M :Iill 1/ 2 〈、fj也 3 ，日OCJX4CJX :3 6

9 11;] けかもし、 I1 1. :H 小お1 J , 80(}X40 ]6 

lCJ }jp;j 主主主 !.〆 ') 3.ô()()X4 ，s X .i~) 

主主 り よど /f ノf 3, 800X4:5X 1:5 
12 3 「 1 ,) H 1 ;Wソj寸前 2 ， OOOX4，、 X4。

13 おt }.< If 1 <Jr3、台 九 70()λ4~)X 40 

14 fょ る /十; " 1 '(;; Jli. 3, OOOX45/4() 

15 !;j 1/ 〆/ :3, 600X 45X 4() 
16 ム長で1ヨ; 上1手 そごt 1/ 

六~i九j勾
3 ， 600 メペ)X40 

1.7 エ任lマr iゑ fI /1 3, 80()X45X'lÜ 

13 Jil. 切 ノf 1 '.ヤ 4)υ()OX X40 

1 ヲ - f[p かもい fI I1 3, 800><54/45 訓 υ| り.0092341 0.027702: 3.411 178.38 

20 一議j 数尽 "'.1ツ /1 3 , 800X:,4X45 

'内‘〉一・ T 一一 フfkヲ4ー台>v、 f 、 スギ 2 ハ三丘j 一 tJ ~日OOX 己OX lb 

22 見A i;JJ 不u本-~I 
11 1 {t{/J 、j治 4 ， 0α)X60χ36 

23 才、 If l て'[ j'/1\部 I 3)ωX �X  1:3 

つA fi が らみ fノ 1 Fj勀'; ! 3, 800X 7f) 18 

;..、~ ~) 伊 よ4; ツガ 11 3 , OOOX 75X 7" 
Z己 Aノ" fj ~ h 告を /l !l .'3 1 8C コ X?5X? ，)

2フ ノ j 、 J5!. .'づか ./ If ん 000χX

28 も :(.) ノ/ 11 4)000X75X75 

ιハ~Sッ、 )( fj' 土台 ヒノ 2 ;~? ~1 00円 X 8[5X40

3D i混 しぬき スザ ノf 3, 800 >く 90/12

31 ヲス蕊り十Fblt ;fjj !/ rノ 3 ， 8以)X90X 1 

32 けた 1j" :務かい I! JI 

33 j五 ノド 雰| ノ/ .I! ! 3~ O゚O X銭lX 仁

u勺4ー {波風私i (! 11 .3, 80C� X90X 15 

3S fH ノ、 1%' け /1 /1 3, 800X90X IS 
36 かもい 1I 1 ケflソJ\節 3 ， 800/90X 36 

37 )T Sr..て fI !! ! 1 ~ 800 X 90 X 40 

38 玄関とりか玄ち マワ 1 '浮fj\ítJ i 9仁心 ><90X4b

3ヲ む な /i 白、A ツ力事 A、tjh 3, ()OO/ 90/ 90 
40 (1 ノノ /f 4 ， α)OX ヲOX90

11 火 rf ばり スギ 'ノ 4 ， 000>て 90/90

42 Tï 袋 IJll tx If !f ヲ00X !OO.<24 

43 i J5ら!\. 41 だなかま
ら

!f !f 1, 8()()/ 100X30 
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エi品。

802 , 63 

820 , 36 

828 , 45 

832， 4ヲ

845. ヲ6

942.03 

95 E) ~A4 

990.36 

997 , 01 

話。

4, 000X105X 

3, 600X120X18 

3, 800X120X24 

3, 800X 120X2'¥ 
3 ， 000X 末[[135 

1, 800X 150X 12 
4 ， OOOX 米[]I 6c，

フ， O()OX180X

1 , 800 X 180 X 12 

2, 700X300X30 

表 2調〈つイき〉

4゚ 

1 ~字小節

17 

1%: 

1 句、投

"p: 

1 等ノj\H(p

1 守

.t.,-:I, 
、子

時J守

ィ才

ムー・ 工事

入よf

スギ

ヒ .I{

ヒノ

スギ、

ノノ

fîH 積

リ
ノ
μヤ

y
r
yア
日
、

マ
ス
マ

J

ス
マ

マツ

/J 

ノ/

誌
コJ

 

-L. ..l--...., 
L r;:j 

~W: I]J板

戸 j民家*&

ひさし腕;;}:

11¥ .f~. ~まり

野地主JZ

小屋 rl 'つ
長ド床板

押入床板

)]げ fこ

tt 

し、

初、

1J' 

ノf

手L

り

手?21

筋

勝、

2ド

lま

者~'~0

49 

n
U
1

ょ
っ
ん
つ

ο
4

ゐ
ベ
》
ぷ

υ
7
4
0
0
Q
J

6

5

5

5

5

5

5

5

5

5

 

4.1 

k
v
f
6
7

・

4
・

4
4

1,820X320X3 

i , 820X9 1O X3 

1 ， 820>: ヲ 1 CJ x.:3 

1, ゚ 20X 910X 4 

1 ， 82CJX 守 10/3

板〉〈合

素材・製+~の議郊の合計 lま 59 fiil'i'iiであった。ヨ N~の [-t! ，;カ=らいヌば~ Nij , J学~~) fえさふちに全く ["J

のものが No. 7 , 8 , 9; No , 15, 16 ; No. 1仏 20; No , 27 , 28; Nc人 30 ， 31;No. 33 , 34 , 35 ; tすり.40 5 41 No. 1')2 , 53 

とあるので 49 Hli:類というととになるが No.27， 28; N(λ30， 31; No ,:i3, ,14, 35; No人目、日以外はtM

Jえさを!:正札し務S~11:(~;がと止なるので，京守i績のー)ふことなったものは 54 核燃となる。また，樹ド11，反守 9

て 1'm ， m戸さともにちさしいものの問類U 33 磁波~ N{ おも乃島矧し叶~~だけことなるむのは 17 段級となった〉

、J バ、区分はきわめて '1:f0ff:で台瑚 (:t~ でないとされて従来， (E来 ，[i)~(立キわめて多符の製材任必裂とし，

しかも仁7ピ ff にっし、きたが，それは製材 ω 、j んとしJ絡の~0i氏、諮問がo 匂以外のた総の泌物にも対応でき，

7付IJ~ )Tの 1F?!院にもえ、1 .f!七、で J、てるように)ぷく」られてし、るからであって:も jjUlJJとれコ :tHO ~と r~，られるように，

て〉一平1' 011プ:会銭てるために必裟なソ法規村?のげぺilt:.t，事~ <ほどギぬ多様である 1コけではないことがよJ

よく検 \.J寸れば!tlhT 可能なものもあるのでもなお台湾 (tc 当る余地i立 i

ぅ?にあるが， ?ij;:r~ x l!rルb;i ノてiYいにら湾総だけの裂は ;!?i で主~~~:t;できるよいわれている，い才〉ゆる 2X4T，iと

q](こは，かる。

とでも it Lげ村は数百棟繍もω尽さ闘のふiflCょ せがある白1- ()一、
L，~) ，q重丈112:の::[七米{主'î'i にしても，



!ìt!~ )Tj !< 1 j 、りがけイ{七 (L'F 2li;) 

ことをF与えれば少 、ょの予防イii:だれノh-t， IT]c/) イ!

すぎよう η

ヰミ i'.ýl;やィ {.j<FHt (~対i'~iY-9 Zl こ，~.: r 土\/"\ ~'~ ;~か r).t}1

b. 素材事製材の使用援について

表記 Jこ宮前flJð'1の気 f/j ・後半/j にJ 、 1; める十lrc'\ J.Ollt

*と，小付から大村にいたる京五ù~(i r)~;'d' ぷ L~ 11)ぶ

だけのくう:n::-il万}:Y)/1ニ1];[(皮分市長関 61tL 〆?でかJ

JfJ ~~~J，寸・も1村の陥と村終によるけi) 行 523〉おを i2i 7 

にノr~ L た。 ;J!Q: 2 で認のも勺とも多いのはちJo. 

30, 31 で， p，j )j をあわせて 15 ， 39f) に;さしてい ζ〉

が g これにつぐのはtLの 12.6ヌ引けたの 9.4タム

{îの'1.196 と五戸J あのであわ，その rc好絞の

9.65巧カi入ってくる。 1;;} と(.， \つでもやはり〉もっ

止も校 )11 え1 が多いのはt~;法;，:;t.乙 f去、われる íEPJ でお

り，どれについでも1奴で;ちるふと~~刊j らか勺ある守

わが国のをt!付のc1オ三fi~1手 iJl. l各 (IITHt! 47 材、

([ギI • ]J Lj!日 D ー. 89 ~. 

明
問
機
勝
経

斤l 村的機

|弓 6. gq.j ・

♂iで ?ifiぉ賞 r 1892 ij守) Ci立宮市3付のや{;Fn ;5~:次 0) J、う :ζ[5Z分してし、為。

(1) 11;(、対'1 (i'jI.さが 7.5 Cl11 )jó;;'ドで輸が;.8内~の 4. 纊!) i のもの〉

アー絞り手ヨが:=; cn1 会k;~i~tJ"(了 ijl日が 12 cm 以 L (i)もの)

イ，小限，1/:日 crいぢが:ì (111 球、で隔が 12 cm ;f，: ù犯のもの〉

け

よ

0' .. >, 

1t'j 

mJ) 

仰
い
ト
一
付

M
M
U
N
U
ω

i

勾

j

h

 

i

z

 

n
u
u
u
u

阿
川

J 沿

ix;74 村のお\UJ !j寺、 :1 • :N! 11í，j~m Jit分布

止才 的自E
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ウ@斜7訂|阪(厚さが 6cm 以!二で横断面が子:ì'Jr:.のもの)

コ:. )字続(J手主が 3Cll1 以 l二のもの)

(2) ひき筈ij溺(Jfj[さが 7.5cm 未満で悩がjW:さの 4 f;;r未満のもの〉

ア. jE自IJ (鎖的庁間が正方形のもの〉

イ，王子容ù (横断前が長方形のもの〉

(3) ひき芦j 実fj (J手さおよび、備が 7.5cm 以 tのもの)

ア。正角(機所ïJiîが正方形のもの〉

イ:~-ド角(横断E立が長方形のもの〉

以上の成分 lと従がって，との使用素材の比率を約分してみると次のようになる。

板 16.7% iEf!j 37.6% 

小限絞 17省 Mb

J!'J[ 板 0.3お

、F剖 ~~5. 196 

丸太 2.7% 

百三割やSFfi司はこの家屋では佼われておらず，板謬iの仁tn'i::t小限7阪がやや多いo !J\幅板はlìílî90mm の下

地板とぬきが大;1111分であり，板はillHill 7絞と床板である。ひき;切実話はすべて平割て、あるが，そのけl(とは.ïE台j

tと近い断簡のものがかなり多く合まれていて j ~xJ~}j かもいなどのような半創的なものは比絞的少ない。

熔板は平角のかわりに例外的にち~われた力げただけであり，)1太も小限ぱりとしての松丸太だけである。

さらに，悶 7 そみると lE1"J は 10.0 CI11 (柱， けた〉と 10.5 cm (土台)， ζれについで 7.5cm!ζ集中

しており， *長;買は申請 9.0cm， ζ れについで 15cm iζ祭 rjJ している。 ひきおi頬は 4.5cm および 4.0cm

の平'{~lJがきわめて多く， これにつぐ敷居費 Inmn号などの内法j;;j'i立楽外 lとそう多くない。そしてま長 2 と12I 7 か

ら，使用素材‘製材登の 54.596 iま材総 9. 0 ，~ 10. 5 cm の {;j\分で II7めていることも読みとれる ο つまり少

とのおj資家康;こ関する l浪り，ィ1 ユi主工法はどちらかといえば小従木対応に好占jj合な L法であって， .1と戸j ，平

均IJ ;;t. rjJ心とする部材使mをしているということができょう。

後の riJl!られた JlâAにかり製材を産ずる場合lと，寸法上のilil! li民間子になるのはいうまでもなく材艇が第ー

であるが，いま大!lJl.な:tt\Jt，をしてみると含ル;および小申請板そ合板 iと iたきかえ，丸太ばりそ}討し) t.こ!]\@主総を

トラスで l設さかえたとすると， jJげたを[般 の例外としてこの建物;ζ 必要伝素材 ij:'子べて 10首 5cm 以下

の憾のものでまかなうことが可能であり，さらに務理すれば 4.5cm， 7.5cm , 10.0cm の 3 ivüiだけに獲

洩ずる ζ とも数量の少ない例外を除けば会できなくはなさそうであるのいまことでョイ!日米 I司法の改良にふ

れることは本報告の木内ではないので詳i!Eは避けるが，板努iを板lとかえることはp 性能，胞に，価1総各の

か点.から十分;にご ヨf能沿臼でで乙2 合板のf生i主ミチ戸注てが現状を;託河維i甘tム持で Eさきる lド阪;浪民りむしろザ:1 沙法;パi

おきかえも後j述岐、ヂ?るような j煎恐約i出;む!でで、塑まし Lい、 ζ とと考えられる O イt来:utでの使用木村の簿類を祭主主するこ

との検討は，まずこの;21が子がかりになるのではなかろうか。

との付^七の単位床面積あたりのぷ材網製材使m室長は 0.17435 m3 /1112 となり ， :3.3 m2 あたりでは 2.07

24 という v汁算になる。わがI自の臼官の単位 Jl:íI!Í綴あたりの素材・製材使用議は，しだいに減ってきている

がペ E抵抗は 3.31n.2 あたり 2.5 石蕊皮を多少子回るものと推定される。調主史家燦の系材 a 製村使沼量は，

一応部会においては平均約より走~. f'少ないものというととができょう。

e. 構成区分t{護局部材

以とのような使用不利を，後述の 4'こえtすようにEふ !?i組，小屋総， E長根，床，天井の構成区分lζ分け
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0.011:12 

ポトJ_'(yfÏi ごとの部材所要付税
:~.:. .~、

γ丈 a.

日:t=，

j~、

。， 01593日ミ、

0.03086 1.438G6 L'~62 

0.01285 O. 5ヲ864182 !な

O.007?? (人 36228

F設相L 天井
(%) 

38..3 

(36.6) 

22.9 

(拍竹,-,,_.., i ノ

千手続むの郊(立百1]木村使用 n~~

ト
れ
で(96) 

41. l 

(46 , 6) 

Jl4 

4C. 
(40.0) 

占禁

,1; t 

問: ( ) I):J (.J-(':ì奴を:含んだイ阪、、

3 のようになるハこのお分では， ;I,J 長官材で 2 以上の!ヌ分Jご共通に隠するものは、先に

波 Lされる部分，さもなくばよりえ縁と忠わ，1-る IX分;吋II み入れてJ号、る。 Jえには素材 e 製材だげでなく，

て付税 47-ぶすと

fT絞の 1，1;jil f&: I土井ミ付・製i羽佼!日設のわずかに吋ノi として J11 いられた子Ì'í!.iZの訟も話l'人した。村なurヲ;こは，

この B!il-ri ではまだ合絞と J絞jJjと三れしZ i人j 洪九 ii]の冷物会長Lが多いとと，2. 15;ち lとしかあたってし 1 ないか，

:ζ1-]:なわれていないととなどのためであ忍。の;f3 t< 

ラス iまり 1;'HI;i阪などの合体の rll でバ:倒的 :ζ{だ汗;;ぷがま;くなったのは町、-(:~村'.，台，けた， )ヨ Lノぬき p

いか iと 'Vffl まllL討:中 j 数も 907 ;ζ迭し，村議の多い i;jI，分を仁志とはいし、 !J~ がら1':4; グ) 56.7 みやめている。

これについで大きいよiγ本を，IiめるのLJ/J31J , してし、る。f去の fIt l:\刀流在 fíiY-!] の?品 fj_x;にかかず〉ている

Lt , fK手および GKiliiカ〉らなる!ぷ分ではなく?小夜会Hおよび fiii.Hえからなる 1.^gj3~&いの ~:{fS7}であって， fM4;

の 26.8;;とJを 11 1 めている， +:j)，交段、平IjJTl Úi"Jl.!こ挺進本市の司 Jtf. 3 ) こよると， fltl:H .i 42il'心)1待点における訪米仁

さら iこ J1kr.t:1 ~こ:立カìLil:t;およびプレハブ iJ' r: 4 1'1:平洋?の区分 ζ との材使Illt\t:立友，;[ iこぶ

なおこの茨の q'.l -T!tとは， tE米 _r:.{ì):やブ L.n 、ブ(1:ナグ lどの 2 x ，;["、一むの、V:�::J ﾚl:� 4 ) そ来日とさせてある。

dむの憐!戎 i){~:!: h，(， けたはjぷm. X )I';I![" j)、;と予土台は n、;~;〆ir;亡ノ?てませであるため 3 ぷ初恋絞ら~J主てJi.' 、でも示;

して計算してjノJ..tニ υ3 をうト

γさ多く ， 1よ部分 0) 2 倍i!i くになって

いて，いかに)話t1ミ舗ス Jí白 i 三多くの木村 ißI;ま:われるかが rVJ らかである c こ才Lfご)(~レC，カナダ 11ペr~ f::!:後 v~の

とのような区分をしでもなお，長差以を



第 278 号休業試験場研究報告- 92 

2 祭H使用it本 ;'1 f出の場合と;立をがないにもかかわらず，長波・;天井吉11分と沫との t色彩ば逆転していて9

X4 工肢はかなりJ."iáA込・又;11二 ðiH:t設が節約されている ζ とがわかるが，反対に床はがん丈に作られている

して少ないにも 7ト仁}らず，ということにもなる。

[手相主天弁:;i{í分のJ主if!が少ないのは， l'J: niんたる木などの断商が小さくなって製材O) l1\j約がはかられている

と ζiL示したプレハブ(;!、 iむ)佐官で;:ドぷ別木村の宣口約がおだち，そととの効果が大きいためであるが，

れでもなお総木材対績は， ;;{三錦資家屋:Ff1 Bえにも節約されていなし、。

;;"(1の在来;工法家屋よりも少なく，カナダ住宅の単位床 ilii.tMあたり製列使F討議は 0.196 m 3 で〉なお，

2X4 工法伎で;は木:f;J を多量に使う資源ゴヒ節約型の家援であるといわれているのは必ずしも lE しくないこ

その使用製材{;;jとがわかる。もっともカナダ位宅にはこのほかに garage， αlrport が付設されていて，

i迂;ま木 t;j'資源平ìJ照合I立 5%をとづみすると仏 206 m3/m2 となり，会絞も含めるとさらに多くはなるが，

それと等しい校:皮で p やはり木村多用化宅というにはあたらない。在

まだま ff 今後のfぶl1ïではあるが》おいての荷資源的改良の方向は，

続はかなり少なく，すでにのべたように，合板の平IjHj などを・ 7考えればさらに節約が I苛憶で，在来工法犯の

より資材節約が可能な ζ とを示している。住宅が工法は変えなくても，

使用食物d. 

その内容は表 5 (a) Iと示すとお f)くぎがも勺とも多い。本J3資家庭 J乙決われた念物はいうまでも íJ く，

2.29 kg ものくぎを佼っこれをまとめると表 5 (b) のようになる。 3. 3m2 あたりでは 1 ， 400 ノド以，，1--.，日戸
t 、

、，

ているわけである。くぎ以外でmいられた金物はつぎのようなものであった。
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(b) 

ijj ，協品目子称 JIS llf (mm) h'i :\l喜本数 所3委設監 (kg) 

日分 N25 25 3, 667 0, 168 
I 寸 2 分 N40 :38 6, 058 6, 724 
1 、T5分 N45 45 8, 215 14 , 212 

2 J N65 64 1, 404 5 0 4ヲO

2 -J 5 ';J N75 7も 75 0, 431 
3 す N90 89 己50 5“ 330 

320 35己
その他若干

4. 加工と組立

全{ふの人 r (作業時間〉の 1!1で主主主な部分となるのはp いうまでもなくかにほ~f市!と組立時間であるむこ

とでいう IJíLL時間とは，木材を切断する， fl: [1純手を実iJむ， 1詳を;まる，穴をあげる重背1] る，といった時間

安指じており， それに加仁のうちの予備動作としで護討すのi湾問が加算される。総立時間 t~t ~まぞを入れ

る，だたし釘を打つ，ポノレトをしめるなどの作業時fi:ßで，そのほか寸法を会わせて修iEずる，位置をき

めるなどの付r;jÑ作業時間j も JJfl算される。組-stのためのì!Ji機待問，力nC道JItの手入れ時間などは別途の0H草

とじてとれらの加工と籾立のil寺nil，つまりこの住宅の建設作業 !C従事した大工の主作業時間やとりまとめ

てみる王表 6(a)のようになった。なお í寺聞の単位はう〉で> SO 秒からは分に切り Lげそれ以下は切り

捨てた。 l_{rt1 0 とあるのは作業時間が 30 秒に主義しなかったととを蕊旅している。

表はお材どとに時間rF ノ]7;しであるが，土台~皇室合板までが皇室，火打土台'~iÂミ*までがM:綴，小康lまり~

もやま 1ごが/1 、E童相，たる;十二~平!<込「地下士でが淫i仮， j叩入れrì1榔かまちへ.?~:.'Flぶ板までが床，天井[日l~ゑ~普

通合板天井板までが天井と区分をしてそれぞれの合計時間をみると表 6(b)のようになる。この区分はま受

:3 (.こ示したものと時 である j)らそのほかに水質1flH;l援に li:i:絞関係ないよi綿板宝石膏ボードその他の加 1 T 命

総iL時闘を 括して，その fth としてノ:r;し tこ。表 6(a)のその ftl円は ;1i材としてはni"i" _Lされなかった大工仕事，

/ごとえば換気じ 1 (1)製fロ段付，イ長~.Nd の取付， コミせんやくおびの製作などの雑r_"ß を 寸去したものである。

なお，告[5料名 l宇J C )がきは主として F小膝で建前以前lと加工

札加工時間

き q~" ;{î:';l~ している。

カii] 時間 7 ， 495 分(約 125 時間)の rl"1 でもっとも力11 [.f];'f閉がかかったrm材 l主将?で， 1, 463 分と総JJIJT時

IUJ の 19 ， 5:話会 rLîめているひとれについではこと合 (11. 790入 認 (7 ， ::l%), 桁 (7.296) と戦総本;j であり F

従来 i 段、が輪車11]"，法、と呼ばれることはもっともだと滋わせるものがある。内装材では[目縁 (4.5%) が大

きいウエイトを占めョ取]式}()!，の複雑さを示しているがp 数y[i} と lIJl~~戸?をあわせると 5.2% となり，回総を

お F とまわる。/色体を通じてみると p 従来内談材 iこ多くかけられると思われがちであった加 CT閲は，や

はり権法村の)iにより多くかけられていることが!切らかでおる。

作業区分の Iいではきざみが全体の 47.8% と、Y'íまの時絡をよiめており~ ßf5村jjtJ には削りの多いお:では

60.2%, 削る必要喜の少ない一土台では 77司 1郊と大きい比率を占めている。 きざみの太郎分はH:[I繊手の力Jj

1二であるが，そのほかにも戸袋妥板の予穴ぽりとか，戸当りの夫鴻力[]寸\あるいは潜の刻みつけなど，機

械によらない手加 Lすべてを合んでいる。のとびきは材の横断3 分間などを含んでおり， {J:仁1継手の力口 r



Ý;E築!i]ノドノ刊の部材ft (第 2 '1の(研究資料) (卜十、J .苅 !J;[) - 95 日

災 6. }],1 T.: r 数日巨木j 5]1] F'J ，V 、

:分〉

lえ 分 込f.J iJ 子百Ij きざ、み り と 'C5ð 機 り |申立

16:3 10 675 2:3 b 876 106 

(1sりや 193 228 880 ι5 97 1, 163 178 

(iナ た)*ネ i30 436 13 540 72 

(fま れ) ハ o 399 15 4 548 ¥10 

筋 づJ九J 、 1，、 、?、 4:3 56 210 

6 37 21 6j 121 

i!.l ゐロコ 36 36 14り

ìlI司 後 り~) 己目 ?i3 
治H完: けú']、咽 ，じ-同 2 出 4 3 > 19 3ヲ

)j ¥'r '( しハJ フ にr、、 。 ~) 、:C 、} 

事t Ld 2f5 46 ヮ;ヲ のど? 12 48 2:33 
お九 も し、 ::)3 42 J 8 K、)9 15.3 224 

月号氏 け1 かもし1 出 . 
'3 ウJ 4 4 48 42 

干上げかもし、 +ー-ヲe 
Aハ，，) 」仁J つ fl o 〆 J 50 

iill [J J ‘こ 弓 ]ヲ
'" 6 42 17 

_' fFì 数 j苦 4 、一》 。 Z b コ3 18 

-ilSî かもし、 5 4 2 ι 19 ヲ
¥!3 り 。 A � ,) 3 っ。 40 

ぞうきパノずり 6 より 6 22 20 

水 ハ 2 j L 4 つら

戸ド Hil 4以 4 70 74 748 

見切り縁 l 11 b 18 22 

)"1袋よ!板 h 。 32 3 に5 46 

F 袋 nit jl長 害」 1 I〆C〆、I J 仁 2 
γ日ム空; A VI 並立 17 ι 34 コF ゎ, 254 

件、 火 fT ゐ F7 42 ι M 、 』、 74 158 

〆た 10 11 :36 25 

:fSlメ: !H け h M 仁、 9

X;� 
十1il jit ;;, 2 、 'λI 80 
qミ ---:-5 、 2 日 8 

(小 J'íi 1;]:' ')) 91 �33 / 231 υつυに

(火lT ii IJ) 56 ;3ヲ 29 、ハ. 127 9日

J�. 小限筋かい
(ヘノ 1) 日

〈小路 νづか) :)0 34 2�4 11 S 

先日 (t~ ?♀ 木) 26 ( γ ， 〆.6、 99 10 

(も や) 65 163 14 24] 80 

?こ 心-. ?を 5 27 勺32 298 

m. 予y JIi2 ,1& 。 67 73 2ヲ2

~;f 17 2 20 1.15 
:守いr向、ハj よど 。 o 。 24 

5革 し つ 5 8 59 

J設 t反 l 2 110 

ひさし総本 13 6 、仁X)じ日 4 '> 110 31 
総 葬がらみ 。 .... ;-

19 49 

宇I 主義下地 。 ¥2 12 AーEす

fJ中m ¥ かまち 11 20 49 2 9 91 12 

);1ミ 板太掛け 11 1 ~) 4 ヲ つ 9 86 10 
JBh-、、 根太 4 21 己 1:1 46 12 

1S. たな板 3 6 9 4 
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表 6. (つづき)

区 ノノ之J 、 墨付け 手 rjIJり きざみ [手穴彫:っ |の乙ぴ念 It抑制1} 機穴彫械り |おiみ

trp 入れ床板 4 37 18 24 83 Aハ5

1f[1 入れ?市総 5 1 !ヲ 18 

JJ4 玄関 1-，りかまち 2 7 、3 2 14 20 

縁 qJ 板 7 48 22 n 253 

援下j;友板 、ν，、 己 13 120 

i[i] り 総 /,6 M 161 :ぅヲ 28 :338 265 

ノAに 型f オ&，主't 。 3 3 8 

宝?っ縁交 l ナ 。 日

イコ i) 木 3ミ 76 

さ 。争f3 i柔 4 31 J 17 59 325 

はり天大手卜絞 どγ 日 15 226 

2 5 10 o> dハ

そ;r; k;m 板 η。円y 82 121 576 

の :t î こうぷ_..ド 17 23 40 ,108 
{出 てザ 0) f自 174 33 14 180 27 lJ什 6 564 1, L") 11 

会: 690 482 2, 665 3、 8 359 259 22 4, 515 2 , 833 

は= 組 5ヲ 45 5 45 2 5 161 341 

f号? LMIl L 294 5ι。 29 57 963 :349 

展 キJl 62 日台 168 7 276 839 

q~ 48 153 98 70 57 426 474 

予; 井 59 95 161 69 45 429 961 
_:r:，、字 0) イ出 56 174 .iベ;:3イJ 14 285 27 136 "725 2, 495 

大 1, 268 943 3, 582 86 1, 053 397 166 7, 495 8, 292 

i土l 本 l ‘ l 1<1. ] 5、 .Uつ 2.2 100.0 110, 6 

* 半柱 1;を:-~む。 料 )Jげた 1 を合主了。

のための胴つきのとによるほぞ加:ーなどはきざみの補助作業と巧nえ，きざみの壌に計上してある。なお，

のこびきは予のこによるもののほか，いまではごく普通の現場作業となっている手持丸のとによる作業を

合んでし、る ν また， '.f 穴彫り[土Ý)J穴が:1二で，機械穴彫り (;l{'"" )[民主による〉はボルト穴が::tでおり ， f守の

み機によるほぞ穴彫りまたはほぞ穴彫りの補助作業はきざみに合t士、れていて〉その細部は!支出の茨121C5J~

しであるつ機械河Ijりはぷ F 望夕フJルプレーナではなくセット c具によるもので， 'YTIìHji) りのほか機械#~'.l.~ゃ

くりなどを合んでいる。 恐{:J けはとfLつぼによるもののほか， ;ùfìS$ーによるものも合んでいるが，社 LI$It.手方il

[以外ゼ， ちょっと鉛祭でしるしをつける程度のものはf、

り，添付けには含んでいない。

墨付:アの時間ば瓜いのほか多く，きざみについで総加工|時間の 16.9.96そを占めており?のこびきの 14町 1%

を r:. 立わコている。部位別の加工ß;fI問をみると I ~i:!2が合体の 6 郊で，小民総の 12. 89t; , }，リ|の 5 ， 7% と続

き， f;)Z および!;;f;;市 flの加工ß;'í i!!;Jはわずかでしかない c これは表 4 との関連からみても抗日米æいととろであるの

b. 組立てE時寺閤

車制組11\立lvで I時fド作t主切f

iにご仁幻叶jk潟1h/誌し fたご l時l守寺引r問:苛号とは:きセめら才れLtな4 い I川訳沢j比t以土だ?が， ζ とではすべて後に:絞りつける jiの 11[3 付にjl九する H1Yll\'J と定義つけ

るとととしだ。たとえば， 縫慌に!-.合唱:，.J玖 i) Í'j U る附:'IJl ~まと合の縦1 立て時間，おそを土台;乙絞りやI ける時fHl
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はき1:の創立て 11与 11\1 と~(;えたわけである

を裂しているが， !j Il JJ寺 rnJE. ('土こる 8 ， 292 分110, 690 

どちらか土いえば|付荻村 J山内装材以外でとなって，梼 iを材!と多くぬれ与じりが;宇治寸 t--C l-、るわけではなく，

1人l誌についやされるた仁子二())こと /:y:. ら?は体数の多い泊料 lこより多くのIk'f i泌がかけられている υ

は， }Jij二[TiFj よりもたはなて手間であるとと，つまり内談件tß 山松村をねているため?来日

り t1t ねな扱い点、なされていること，組立てを減らすには ti!5村放を減らす(たとえば下地仮ぜ'「、仮 lこB2

となどが 11)J らかである。 この京民主 i立タト僚がラスモルタル U:J げであえるなど)ことがむ効な子段である

これにつし、で守主総およびほの限付'ノ十時*nSrて時11りの i込山iji立ドJtMJi 0) lrがすけであったが、っ fiこすこ ~.ó ，

~';%LJJIJ CI) キJl"L'C I¥'i j!"J C、;立法の ~i4. 2)t:,; 天井?とはかな:ノl の主Il'，'r.て ut'!i'd)ð:必ふ主とすど、ことをレ亡し、右〈勺f、
、，

J.~(-t-!j.f{[ よりははるか:こま?小限級み土保根と米ìIゆとあわせると 25. 自分;とこ;了しにがもゥともまユいかq

“その fü" の L包牛切;~-Æ; ~、のは， 7: 1 がi!tL~ とィ\符が ド奴(、J けがft まれたいること

のほカユ Jこ，総仁 !J.fi-ま力日 T.YI、だよ

N~駄など7判的:与をまi持ìl*i で外設す十L立であ〔たため fîMì\板の高て['11/ は特!と多;なっアいる」こをつ

も 1& í，]け作業が多いからであるわなお， との主主ぷ立中iJ勺こ:、さし〉

くの ßhli自在~~している c

;J加えておく υ

加工部材数と加工苦[1{立数C , 

このi1吃 lζ:に際 lご(')')l1:~ Altこ間半i JJりの似体款と(日!日体双山:t) It 対する IJI! T_f，f(引のなrl r.:'ili仡 

したもTtモゾ~7Iミ 0- iうと 21. 7 (/)ょう iとなる。 t?lM\士ムは N~:~~宅!こ{[' iコ ;Il j~: :';1i .f;J' 0) 政を人~/.J\，k':. 刀 Aかオコらずれ

ので，表 2(こノ示した ft:合切り使いいでおり，ます二日開;こは (il!h;íJ {，になぺている怒川から転)tJ さオL

ナ'，: -f!Zll fふもあるので ， :}z 2 tご 'li しだ利減誌の数万1とは必ずしもρ 放しない令部付 (~il(本売れまペモ -Dijで 1 ， 933
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家 7. (つづき〉

It土 I!繊手 その他 現] 自IJ
lX 分 部t;1数 J'\あげ 加工

切断 くぎ彫り
務 昔j 前!とり

pi 袋~ト板 9 15 Ui 28 

主主 戸袋血板 5 5 

1J~そ 〆ι、i 板 22 44 40 

床 火 rr L 1t: 日 16 16 

大ヨl 10 20 20 

tl* J: 掛け 22 

組
根 ス; 65 130 

床 て3 t!' 17 17 17 

小屋ばり 3 J? も

火打 lまり I 14 14 b 

昆 小箆筋かい
7 4 

小屋づか 35 70 70 

都l む な オこ 4 66 6 

も や 14 143 ムつム4主

?こ る き 、に""ウ"' 104 

里子 士出 j反 291 291 
E主

11二 安I1 L3 21 13 

登め よど 6 も

J芹将司 際 し 20 

磁 思d t& も 12 

根 ひさし腕木 3ヲ 83 

奥がらみ 13 20 13 

軒議下地 29 35 

;市 かまち も も 12 24 24 24 

子ふJ\P 
根太掛け 6 6 1'7 18 24 

絞太 36 48 108 144 72 

t;;: たな板 3 18 

床 押入れ沫板 30 :30 30 120 60 

押入れ:拘1 縁 9 18 18 36 9 

玄関上りかまち 2 ? 3 4 

縁 板 36 �2 36 勺J 今ノ

授'}床板 55 

IfiJ り 縁 46 153 92 92 184 46 

^ 
里子 事ま 19 30 

聖子縁受け 11 も

マコ り オ〈 21 30 

さ お 縁 21 39 63 72 42 
ヲ!: はり天天井板 83 日3

普通合板天井仮 / 28 

~&. 90? 83 1, 106 183 L 127 481 755 375 230 

床 キ且 111 16 b3 18守

和i 70 310 116 

f主主 i'H 462 592 26 

¥82 72 14 2ヲ3 237 352 240 

天 井 20¥ 153 308 155 256 88 

点、 51' 1, 933 113 1, 694 197 2, 625 873 1, 389 703 230 

m2 あたり 41.5 L勺.4 36.4 4 ‘ 2 56.4 18.7 29.8 15. ! 4, 9 



:í31銘 yfj ノj; 付のL\j; f;j !!; (第 2 十日) (íiFfj'ê，資平り u 十1 .関係) 自9 ...~ 

になり I lU 2 あたりでは 41.;; f[[]になる (j Þ\1~付 jJIHとは :l'fj む被が匂í:!-C. 多く。 会 1~1，5 ;f，~数の :3550 を 11 1 め

ザどし、る ア
~--r守

、 しつ!tiγ( も， 2'7 !h'i]!rn2 Iとなり，カ〉なり多し、。

力Ilf.渓iìiJr J\~!九 jiJ: 1] 紋子力') 1, fJ94l"J:>rvi lしもっともタく rn 2 J'd: りでは 36. 4 !J ,)rJí にもなる。七IJ !1i] {J}rr: 

111J りだけの部分が 29.8 l.�;m2 1 こなるが. そのラち 18.7 ri�!m2 iJL!:! 必IJ りを I1日えら才しているや ;長会~~\)分

の多いのも， W"Ji'í i] i討の多いのもともに校であり予その関係もあって -/~1'5 {'\~r. とし Cl幻:~郎{えがもっ Jーも IJIγL j:m

所数が主7 くなっている《土イ\'1;よび引に f上[]総予の多いことも桜i総 lìLcノ〕村 'f~:，ということがで会ょう。 V1

l析はみらゆる印付につきものであり，人1:;1 し/こf;j /;:そのままの、lr.t -iご使う滋 ff? とさえも p 木、 1I を切り議!ノ

てから使うため，その鐙r9i 数は J不十1@1体主主任はるかに L 交わり， 56.4 1}\Î折 /m2 ;こもな〉ている"らちろん

との rtJ ;'ζ ば， .fi[J現主予の…寸Uとなるのこび会 f!-: ;W~ f.~:iJ~庁は fS-まれていい。 )]11 r. �ﾆi JJr j~えのえ，:ti{~-glーは ')$.Iこ Hi8

かj:1í-jrn 2 :とも した。

総作業時間t:: 
‘ b 

ア (j1Zl8 0) と りであり， ifíLl.JI')H:n:立系1100 H がムLìノ~'; 5、才 Lていたが，丈島れこ Jíllなわが

はられたのは 9 月 30 でちり，宅交工倹交 12 Yl H 11 ~とれつなわれたので全 j!lß __L~'. J剥:氾は 75 r1li'iJですんどこ

とになる c その(!日本ど']': 9'なわち大 LjLjS i 土， 10 Fl 10 u " 11 Jj 20 L¥ 0) ii/:J 40 がめてられといたが，

とれも実際についやされた民主主は 10 Jl 14 U '..11 Jj 11 U の 2世てやあった。 そのいPi 、13 作業zの会くな

ヵ、った?ヨカ16 H 子%~ ~主才してし、るので， ïEI::!:oコ稼míJ 11 殺は 2:l 1Iであっ fこ c その弘 kT， i 主主;し、[Jは 4 人，

少ない F]( 土 l 人投入されたが， う iC) 1 人はい:!つゆる毅万で j熟練2支は冷i く， flh(;; 的 j でR主将IUばばそれより{改

いが~Nl\ï. L-て1J: iJ，:!Jl で念る ti'と，し、わ iZ ， ごく チームと抗f立されfご乙の一人 CH: 'JC、T)'iffflll 

号去、本:f，'Y;郎防全体にわた て涙 ;j;'J 表 8 のごとくである。

初 11 の1.4 [] i乙卜上村の搬入， ↓会1Q， !'Uちと， gj 会続いて!、け\片ミでの ζ 人り‘ L1の力1I L TJ!立そ

主主で 21 IJ Iこ i主 lìiî となった v i主 rìU までに}ご!J\長誌で }JI[[ iされた Y11-5村は iと 61こ( 、

J ;j、した i'j~iq-j である !J Z, 

もちろん1、小j誌での!JIIJ だけが行なわれたのではなく，建前後のお弘、 l も主らにげなわれた兆十i ち少 fJ~

くない。述 Ilíj までに会!JIJJ:ii!H \J心つ 49.5'与h さざみの時 lUの 62.0タ九三主行、j- (.JH'~l: nu のぬ. 5~五がル市やさわFて

し 1 るの会司E作業|時!日JiJ 28, 119 j)で。 58， 6 人工とえ(U ， tfd涜あたりではし2，';8 人 L/rn2 (3 , 3n12 ちたり t.15

/にひとな勺 fこ。ふつうの (_:t:--f;-では大工子問 (;l 3 ‘ 8n12 あたり 1 、 5 人!といわているの九三， この Ü'ち

の場行、もそう特ntj，:作業 Ik終ではなかったとゴうえて

よいであろう。が1[' および総立 lL'j 1:'11以外のf)Ó~品目今日日

の内火はみ;のよ) fT 1'<分に従コ 1.::.

i1E機はや j 料をト J '/'ク 7J) らおろすときにはじま

(>}y 下ノJ\lí!. r付，ろL沿 l今および下tJ、t-íi.ーと J:!;~J:[8 fr日の，kE並立

t'<てをたみ，ある )jilT 作業から次 OJ 力il 仁1'1' 廷に移

る j昨びH)i:1U ..¥(.) ，ある :'i!; t;!i/i 件。)}JrLL 'Í:.終わ〉でそれ

をたでかけ?Óくのいそ11X. ずj栄作ムなどは材料扱

いとして~r:引ノ fごい 、'it:)i\ 'Hi 日 1，-j: f0:J-反りが ，'Hiかった

などの}I!!lll マ，十，j';f'l村 í .fぞ2t:だj' -、主い与問 rm"じ号{i

f議時間 Lt i道具や H1'fふそろえる，交をす→る， t域



第 278 g白

。\'"ミ

林業試験滋研究報告

む
のN

円
日
H
h同

町
内
山v
J
U

わ
日

小
口
山

内
れ

品
川V
N
&
J
{

{
)
【
唱

h
日
一

叩
叫
一
{

戸
山
内
叫

川
内
いN
J山

口
町
内
品
目

一
日
ほ
の

誠
一
件
之
、
以

ノ
ケ
対

決
い
岡

出
H
a

~ 

?ミ
¥'-1 

-N 

亡〉
ぐ、占

仁ア、

N 

α〉
('1 

ト唱

N 

可コ
C可

uコ

し勺

寸

-100 ー

〈h
m
H
M山}
引
け
〉

uz 
バ~引

jfh 
判長ー

‘主義

持

脅迫

出2

4民

詰訟

要事

*者

ト4



101-法然Jll木材の印1st化〈ヨS 2 報) (ji)f;\己資料) (ど.H ・ Cr!g _!fβ

ム怠入れる，ある。 波れは由í i'l'']Vji なわれ会 i*ì，{lで;まなく，し寸〉ゆるj. ,l, -f:'~ 1_ 色合- "7 ..r.~ 
出〆ê::""三ツ i、、4 乙)

以亡、のばすむ;どの:はである '1 グレすソートィ江!な1 りはトゐ f?などに対ナるものと，ノホ{、i l土問肢の組立て対す

ろもので， 111Uごう})~iiでさないので摘氾した。なお，組立て時間の 1 \11こは，数};:(， tよる木など 抗告:付者::11)(

り外してさした li!Jlin :303 分が合まれてし， ζ とをf;J fi[~ しておくつと ω11与は作業;ミスがなけオ L r:J:'本来不

必:設であった i仁川はいではあるカむ ととではぷIl{人て cD山‘却として片井戸E した。

ゲr: '!íUmIFj全体jとついじそれそれの千 ntUJ(ζ 裂し士 !h\j':i:gj心総討を fr:;i: 内 'i;iとよ〉てま lとめ p

ろ三示す2: $[9 (j) 主けどなる、ミタj'1iilljJ(J fr:_~~~ 分析の Lからは本えりおおそれお:する f\Hj!とはしない性格のも

のであるが， iill 'lÙ"人 L}jりょには算入されy また佼〈!と主:人いの士、Hkvなる日iマもるので雪除外行動向
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あるが c の
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ているハまた，な!日1] tó よび準DiUl1与 1J'，J !J;j\:来 HI\lTi

，~i. :. 
エ.、J

つ A

7 

l ,é 
0 町 6

o 

i 、 268

ヲ 48

:3, "82 
86 

1, 
つ守、

J66 

'7, 49S 

り
み
νパ
ノ
き
り
い
っ

ノ'\ )W'. 

(i)こび

微減}了1
1夜十点火!む

バ~2

力1 I

作業として分ど1~，J-べきで》ぺ刊は作業としてうJ-l兵しな

む、;ゐがよいのかもしれないが2 その 5t~~t;)~詑つま二FPYil

郊であ~~) 1 主体作業CD r:!J ;C(.ま ýjfJjjs:かなり淑HUi'自に-;1ô

つQ 弐
ーバ / 内 、J

O. 守

0.1 
ペハ
j 

円
一
ハ
ノ

γ

‘
つ

J
U

Q
J
L
J

、
企

1

2

 

;

;

 

3
 

1
 

r
r

、高;1 み立て

が;粉主去り〈終 L)
クレオソ.-" ﾌ"' /1 司法り
;J( {j' 十

に司
、J

i]: ~-る付限イ下 ;i~ (2,(11, 12) が'0;-まれているため

ここ伊三は ~giJだてて，:J5- i: 徐 fJili fノド裁としてfア刻1 しだ c
t~{ 

ゐ
いAド

3
H
M
T
J

d
p
T
h
r
]
、

3 

!日JS は 57.196 を l~j J)} 泌外fí-rraJ .'K ~)〆 Jぷいた

!日に却しては 74.49á の :1[1.1 1去になる。~院に {lドゑ ;;\'1

さて?公行:昨日 (](o京 Il!jf1¥j) 
海[判

3! え

、

J
t
 

f
J
t
p
 

K 

}件、
川 fL 

JJ111が/えたくなると，えそ hjfr~業 L1Wr!J!γアる傾向がある

が~ )(__Lrι支はこれに cよって役労働:.: r[l 等収!交のヲ;

lf�J iノ) ,jJii'iJ ぐらいの労働と F与えることがで:~ょう .J
白J91l n 

イ'，j:i'r'子、の i!J で lふだてIì\十か念行動Iliýli\jの2仏 :，:， jb

約:'3引を r~:i めており?宅) .."とも i七が(~j ~、が，

寺i! jJ はとれ口、 fLL く 5i::;の 2ふ 8 お守約

1川とな η てい主体作業以列、では， Jr イ下せ千Ij刻、

o‘ 4 

0 ‘ I 
2?8 

1l? 

18 
6, 

tれ三
♂ 

干1，
ド入

)!]1阪，材料えいなど i 寸11V父ウエ寸トがîC~J !，、 bS 1 1抗

irr-入れも:3.296 .'::lL本がノにき\ ~ とれば:ï.ìf.J- l_..H 初日l

するハ↑本山寺山JI122.896

約三!、 8 1i今 !β0'1Xl0 i ~~ t~~~ )~1 すれば 1 と 50 分!こ、， , 

相当していた。

)/i:-- …ーハ@リ ‘ ……,. J 

、" " r ::t f日:;\t… B
示。司. l ィ、r 凶作業 "C

� f::栄公‘K
'w. ,\ J J段上誌余 .L
t、パ 1 Ji 余付i'"lVI 

l !T.!余裕'"N
可お?

1UJ' 白.，.，..，.‘・も@、"、 '''''''X

ノL

よ
ー{;U 

|年 iliす

て i主 12. 2C?6 i 、:持jJ三党j

イ年I
r
A
γ
 

寸令

九
一A
了
J

勺
U

f
ぷ
f
z
J

Jメ
11 

bメこ
I')'.J 全

iを

タト

ι江 i

iUJ 

徐



一一 102 一一 林業試験場研究報告 第 278 号

6. 作妻美の省力化

在来工法 lま ， 1見場作業Jときわめて多くの待関与を裂し，労務費負tlIが大きくなるうえ， ]j(JJ もDi: J羽化する

ことが欠点とみられている o {E来[法を抜本的に改めたとすれば，それは:会く汚1)の現場工法か新しいブレ

ノ\ブ:r， i誌を開発することになる。 したがって，その方法は無数にあることにもなる。そのような飛践的な

み1主はさておき，従来の形態にì!iい形で現場作業を減らしていく )j向を 17えるととが， t1，i5.f.;fイじの ?Æ~'--~歩で

あるとすれば，従京:の現場JJIl.:.Lを少し'C'ちに滋力n_]~~こ霞きかえていくことが必要で，その怠球でよく試み

られるのはプレカットである。つまり，現場で行なわれる仕[::1，総?ーなどを， じ場であらかじめ機械加~l:

ずることで邸機仁数を節約しようというのだが，災1祭にその蹴換がどれだけの効Lいがあるであろうかを検

討し，総作業時間の復評'8度合を試算してみることとした。

払柱の加:じ

在来工法の部付の rjJで，もっともに数が多くなるのは柱である。これは草01総工法の性格と，材E百をみせ

る良窓口去の性格の尚歯iから当然のことといえる c いま凶 1 の F 1 の位置にある tt1卒;をO/Uにとって，そ

の加ご仁~制討をみると次のとおりである。

選5]1]48"，悶 lfiîそJよる 20九議機 8F， f忍付 \'j 6'52.(/ , 図uñをJZ る 3 l'1， 短ほぞをつける 2'52ヘ隠 iまぞを

つける 2'53 11 ， ぬき J穴をあげる (6 か所) 1'54 /1 , HfrrJ滋穴そ\:Jうける (6 かíiJT) 1! 41九人ずみのえり翰 lまり

やする 2'41ヘ合板号はめる j認をほる (2 か所) 38 11 , (� FjJし(記-Ej'の議き人れ) 49ヘ ハンドプレーナで

4 凶iを削る ， 1'401/ ， 手がんなで 2 r討をゆi る l'W! ， 糸[iIiそ告とる 1 1'1， 運搬 10 1/ で合言 lo! ;J: 25'16 11 となる。も

ちろん，これはたまたまそのような数字が it\てきただ、けであって， イ般的な時iiijであるわけではない。た

とえば，各ttについて入ずみのλ り輸彫り(íZj 5 の 24) のj川[時 NJHJ: 1/35 /，1 から 4'18 11 まで 'Irfujßあって，

一定はしていない。被加工部分のやI廷がそれぞれ途い，力WL者が浅い，工兵の切れ味がj迄えばそれは当然

である。また?てあげにはJij のみが伎われているが， 1 かï'!î!c穴をあげ， 次のもrrf!;'Uと移動するまでの持nfj

は411 " ，25 (，' である，といったように，この柱の作3長時間にはかなり大きい [1誌があり i8，たわけである。

柱は一本日本{土 uの後頒やお〔が ζ となっているが，この建物(cill し、られた柱材 36 本(、í.\柱 14~ (B6) 

を含む〉の F小震における力11 [, :\j5{立の λ覧表を表lO iこ /Jミしたひこの内容によtiíüiJlj i) ，糸:五i取り自1) りを加え

たものがJili市u以前 lζ 下小長誌で加工されるわけで， さらに建前後の内部;江主作の段階になって 32B. 40B な

ど、の{l:口が現場合n工されるが，それは乙の表には含まれていないの されるときには， _-

木、 -:tの柱を巡次 lこ仕上げていく形態はとらないのがふつうで，この J:JjJ合も選別された柱にき委{、j-けをする

者はもっぱら次々と笠つけを干?なコていき) AÜ[まぞを刻む二告はそれ (ljL !'lうに行事を続けていっている。さき

にも述べたとおり含それぞれのH: 口をO:Lげる 11寺 II\J!こは悩があるが，たとえば綬ほぞ (04A) 67か月fにつ

いての jr:味加工昔、:jl討を平均すれば 2'43 11 となるっその向訳 UU2) ばのこによる F姿郡分の切り成りが平

均 2'2911 ， のみによるその後の古!日が、[えたj 14 /1 である。さらに切削力[l J:の iJí)後に要する確認や， J.主}iI"Ni'Jニ

げなどの j'J 泌作業は 1 か所平均 7 11 そ要し，この郎分の墨付けiI:iIU] は 1 か所、l，::Y~ 14 1./ かかっているので， 1 

か所の綬ほぞに裂する加工J!iIHîの合rIi は 3/04 1/ となり，校材全体では 205'28 11 iこなる。

とのようにして，柱付金体の全加工IiれIJを算iJJ しでみると表11のようになったっ表r]J No. 記号で示し

てあるのは凶 5 KjJ~す{土[!の溶:ご;で，その所主要時間 lこ子のfにき込みの時I!\Jと移動の時:mを加えたものがき

ざみ lζ望書した時間である。きざみの作業のうちp 下小主主で行なうものでは 1 作業が完了すると作業者がJJlj



建築JH木村の邸付{七(第 2 ~喰) (研究資料) U:付加 i匁燦〕 -10:> 守山

W 10. 往に行なわれた licl (Í)様子J!lとを~ (合欠，tJ~(~i-) 

|惣、ぞ iiJlt、
/1..り翰彫り

ノにり Ifll }:J*ii Jfl あメりほスぞ才q: 'iラ y，品会穴 日H記述穴
1(ナfムHへ31・t:み):j i 入ずみ |み i) x込み 火iJEみ

Bl  。 f 、 2 

C 1 
。〉

。 4 内ノ

E 1 2 6 1 1 

F1  6 。 1 

F 2 2 d 4 唱

A1  4 A 工 ) 

B :3 2 一品 フ / 
J 今

C3  2 4 4 J 、

A '1 ry 10 5 2 

B 4 コ 4 4 (1) 1 
、

i主 5 2 一'、 w l 市イ〉 2 

B ::; 
., 

� 白 2 

ぇ 5 コ J ひ 1 勺

D 5 ル'ヲ ヰ 4 
P、

F 5 2 υ ゥ 3 2 Jヲ

B 6 2 i 

A 7 ぺ〉 ヲ J 2 2 

B 7 2 4 必? 2 l 

C 7 2 4 4 

F 7 M 戸、 4 A 1 ιλ i 

C ﾟ 2 6 6 

D ﾟ 4ウJ ι 6 
., 3 1 

F 8 2 日ノ ヲ 2 
寸.、

A 9 2 、〉 4 ヲ 2 2 

B 9 ム 九 4 1 2 L. 

C 守 ど〆う 7 ロハ つ

D 守 '0 6 / 2 3 1 

F ヲ 2 1 4 2 1 

All 2 /-t 生 2 

1311 ι む � ;乙 2 

F11 2 4 4 l l 

f¥ 12 1 一‘ 6 (] コ 1 2 

812 2 ぐ) 9 ヌ 2 

C12 2 6 4 
4 

l i 

E12 日子

fう 4 

ド 12 l も 6 

67 d 201 188 24 42 Jハ，ど 19 も
〆" 1 

の場JiJíi三移動するか，十)J";を移:めさせるかして，次C!)fl')たに l~えり;かかる!日蕊をする 7))~そのi時n:]:主将動とし

て:1 1" 1 した。移1紡の ß.;)'[ 日j ばf'1:;究者が尚一矧iふの似の場所 r ，~~:，g;効ずる弘子??他のfi/;Jイ本 l こ f多数する j弘、ふ1'1'*

内容をかえる ~tjイラ土 [J のも主流と h~tKなどにより えポはなく e C!)J}，1の 18. .j/! (立総移動nkl山本:II'J数で初

っただけで深い窓 li;jえはない c

のとび念 rjJ の縦日jdま C 号の絵本:~y( 引きの法災iとあわせるために・[円分会半伎としたためのものである‘

立た，交g只))jのみぞっけでF 主専の J乏 3 カ ~jKZい場合の)ifßかえ「て fl:!.i:I i:\jがかかコているのは?カッターの紛

が狭く， 2)交通しだからである G 総は 34 m_rn, Vf~さは 7mm である。 fT板Jll のみぞは丸鋭でつけたもの

で，焔lま 3 ‘ 5 rnm , j:叉さは 5mm である υ とのほかね!;4nlW，泌さ 4.8mm の Ilf約 844、がjJU.J さわ，てい

るが，とれはすべて [1設ですでに加工されて、搬入されたもので， J\えには言 l' 1: していなし、全体の加工時間
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表 1 1. 校カ口町[. IfJ' fHJ 作業以j fUl 私n

作業区分 l i古1所数|加 1 作業
a b 戸

C5b y、HJij f明記り吋) !勺口 d+f 什1 I イi情考

t士 IJ 
04A 67 2ノ 43 11 i 182 101 グ 7// 14// 20己 '28 (，'

05A 4 2ノ 46 11 ! 1)1041/ gll 2)2'/ 1411 56μ 12l32l1 

06B 43 ，~1 i 43tf 711 711 2211 (ノハノ jj i '1211 

10B 201 171/ J戸バOノU円 7 1/ 7/1 23λ27 P 2211 7-3' 42/1 154 ノ06 11 ぬき井j

10B' 188 14.61/ 45'44. 守7H 2]'56'1 22i/ 68'5611 136136. 8111 ~同縁HJ
14B 4' と55// 4'55/f 4011 40 ，~f 48/' 48グ 6123/1 

24 42 2'4811 11713f/I 11// 7'4211 101' 710011 132/181/ 

25 23 2/1011 49/50 /,i -1 7 ，~f 6':3111 5 12ぺ qム/1 凸 1143 11

29B 己 '00 1/ 5'0011 2yl 2311 28'/ 1も 1I に 151!!

32B 1/33H 23'15 !,1 15H 3/45/1 4/151.1 31'151/ 現場加]~

34B 18 !ノ04.51/ 19(21 i/ 今15 i! 414811 1711 5'()611 2ヲ /15/1 fノ

.jOB 6 3'46. 51! 22'3'弓H 1 も II 1 '3()11 281! 214811 2�/57/1 /1 

41H 24 3'131' 77/12" :_:.,,// つ I()Q/! 1., :-J~ヲム II ß4 ノ:，ιF " 
ノト 言! 591 

欠き Jろみ b l'S ,J P 
11 2 2 1笠

移 il�J 53S 

5ヲ9

のとびき

的l 7l! コLも 11 30'4611 も jr 37 /52 ρ 

続E 比 i. 1 () 1().3 II 10103// 1ム uqf-F 101[611 !;，入こをとり

みぞっけ 31 101! 10 1()8 1/ 161321/ 合板YlJ

小言1. 104 50 /57':,' 64140!! 

機械)'jlj 1) 
お全会プミ rllﾎ 40 26/i 凸O'4()/1 71/ 77'∞Hj 約リ
みぞ、つけ 6 45// 4'30'ヶ 151./ ].13011 6'00'ゲ慾_10m

/1 ヲ 57!1 グ331f 15/1 2!15H 10'4811 

!/ 4 30H 2/0011 15l' 1100 ν 3/0011 

/)¥ i(t 159 75'43// 21I05!/ 96'481/ 

y. 当 11

123 

前i とり ).10 

263 

ムζ什与 j--[" I 1, 125 

の rjlでは f'J 随作業が 20. 7~Y; ， 下Hミj- けが 13.296 と比絞 ['(J 大きい比詩IT~しがした。

b. 1土口継手の加工

JJJ二輪組むr.法にとって，.J二役を ffLたしている桧についてかLC!寺問ぞ分析してみたが，その中でもっとも

大きし 、やしているのは，いうまでもなく{上 I !をつくるための力IIJ:Gすと乙れに必要!な忠 f~~

けのl山 IM1である。柱の加仁にはその表)封切れにかなりの吟!刊を必要とするが， )j ij りの必嬰のあまりないゴ

台，げた， fまりなどの材では，さらにそのltiy，;は大きくなる。すべてのお村についての加コー時間企郎を

とりまとめた表 6 において，きざみの1時間の割合は 47.8% ， 丞i 付け時 tllj の割合は 16.9% を占めていた。

このiI寺!15 のほとんどすべては， 社口総手をつくるために消波されたわけ'である c 表 11 のような分析は令

古15 付，C，討して行なってあり，その結果をまとめたものが表 G および表 7 だが， í士 [[1 左手の加 I 持活j の大き
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い JL二ぶにはnミはずる J必要がある。

子ド来L'_ÿ:L \，-.l~イ 1: íJ~i，子の )jI I.J. f.f!';Jがi'iJd長江ごあるの、?はないかとし \t);{ l.， そ ω どとjミの犬死)!こ J土寸〉紛f 子 ν〕

;γJJMJrLT.，いわゆるブレカットの必'!21tが論じられ，あるいは試み伝トl ているが，そのIIti 日j分析やj主体 ((J

てし、 t; ， 、、し、ま， この淵交'iJ': F;{ で JTj t \られ/: f士 純手についてp そのi昨日目的tr;iおな

分fJr してみるとつぎの表 12 のようになるつ

;tdご示すように fl 汀総手の!JIJ じ ffを刊は，添付げのiI!riLI (c)，のみによる子会;ダみの時日 (e んのこに

よるのとびきの11 !iii',j (f) ，それにJiJのみににるプ( i，主りの!í，'Hi'，] (g 入および滋民を持 iぅ hげたり ， 'fうくの

1T!こ務るなどのよ]花l;fl!jll日(j)からJ& り \1恥っている〉ととにかかげ、だのは， 1 [/，[の fU ，または;降 f /c;，'f[:J:

げる Il寺[認であって，その Ijíjノ廷にど〈のfhJ または活字FiCf予るための1'1";之余お 11，11T\j カ人 さらに力[j jJ;f .~~れるとと

はずでにのへとた。 なお ， IJ\iWUまりに対する小Ki~.'iミの挿入穴 04B!! (立機械~i\:~彫りになとみJιいため手き:予み

( e );、てよってし、る iまえ)り 15A の忠弘)r:jJ ('ζJま， ちょうな"そ~~:10↓コた !I寺 i;\Iがふくま才しているりまた， 2 へ 3

;!)>Î汚のほぞプ、:t立機械力IL1二をι;ォγCT穴彫によったものがあったが れはjを械7こ!怒り {C ょっ/こことに修 iE

し，その時間はイ'/r*;]~1Z;- :::，しての材料扱LP B およびヲi 肢の 11' に入れて主主 FW してある 忠f;J':Jll 年!日Hと: ( 

はけているのは，事前Jζ トぜ小路で [{!J一作業者が

寸-、る。

このJえの滋{、j げを I;:í~いた JJli L 1'f 'Ui:のH 今日 (i + k) iこ， I 日] かの lJ[] LがよiE私ちしている !Hi に iふけくのi+: li和;

1fJこ移る 段階 LのトHïH作業時そ)JI!g，J:したものが，表 6 iと J: したきざみの作0， 11せのほとんどすべてであ

る" :~え 12 から， 1:1; ための滋付りを合/νff総JJ I! TJIれ\](J 3 ， 822' て.， 51.096 にあ

ナこ η ているので ， CO)(Y ;iiU待 iiりを ;'-:ìJJ_昼 fcr る は ÎJ江仁 1 だけからみるとかなりあるとと;亡すよる。そのと?

Jfîl(t,iJ , 11l:Jiz 的 iこ:主化 1I終了，の ili' iII;)ゃ公共への!な換などが!与えられるが， そ ω法考え )Iはこの表から

ねるとこができる。 ある行、 11 紘一手につしγご p それに!司ヤトの作別機能そを持「た )ltちまたは日1]の後介手訟をす:

えるとき，そのために似.'.b れるl.I!i'r:\iとコストに対する Jt.J交から，しし、 jj、 ild/\どれだ、げの fUとなるか

やがヮtずるごとができるからである。とのよ、今な析しい刀法には，それなりに以 r下な強度!の， rinJ 久|二の，

コスト 1.0)， j)!IT 仁志{~と総立て J}，{IIニの阿むが，ひとつひ，J..つの 11:[] i佐;子 ;Mlと;対して払わ才しなければなら

ないので3 なお今、後の検討課題であるが，いまかし]工数[，だけからのJ悦ふj として， fJiJ X，Ph子のjC，すなわ

ち作nJ十笈能;士会くそのままで~ )YJ".T.: t:: (.ア i，f: ~できる!:務長 i&JJ日[に凶きかえるとしたらどうなるか，すなわ

ちプレカジト Jじのヲザ~Jn を一応検討'してみることとしだっ

C. f士口車後手の工場加工への音量換

仕 1I紋予をプレ刀ヴト 1 るとすれば，どれだけi]CIU1l， W3が泌約こされ，しだが A て加!コストが節約される

カ~[j:._--~，tj!Sti(. (.立 jHöi:できないむたとえばp 機械加工のために付与;:;.fk;丈.;:)ナるとして，送，)主!22が 5 m/rnin 

であったとずれば， 10 cm 慌の付会悩方 liiJ に切河iJ加工 r る場合!こは1. 2勺 30 cm i!\1阪でっさっさに材;t

送れば n三|あたり 4， W! の仏IJr!Uli!jU司がかかることになる c ある LI;II または絞三j三 jß :3 rHl\ で先iぷ 4 心も 0) )-

3 Mlのm与が;H'~6J，，:してこの ff}~;<;:rTなうとす

れば，そし.i) 1、 t がGf'; 2ζ入るときはくの将はすでに;ぷ 1 T)引とあ必ので，力IIT]I !i'I:';j は (14. 生十匝 ì 1，'の

こと lと fよる;が7すればÙ ，i!'14. がと

メド数イキ;とはならず， 4 ， 8 -1昨! tþ (T)本幸~，fi_~)ζなる。 つまり 1111 1'.のための!夜間やラインの人tみ力によ勺て，

とのお転手力11.T，ば (4.8 十時-."1-1.4+ 日ノ)ん'x n 0)総ロ河内で変動することになる。

問機に 1 ;イミジ) tだけ!と有行NìiVí'もの和平 yo.'(') U: fJ がある笠&{Î'でも，それを問!与に加 1 ずるかどうかによって 1m



.-106-

No. 
a 
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箇所数 i E塁 付
b c 

CXb 
d 

表 12‘ イ士 II 絞 10 の議類と

手元よみ [のこfき[機械2彫り !E1 十 g

もI1

2'35.511 

11371/ 

41)411 

5'0211 

5'35// 

1'501/ 

2'4311 

1'391/ 

2'29 ， 5'ゲ

2'19" 

3'3811 

2'46'1 

3'14.511 i 
4311 

171/ 

14.6!/ 

1111 

1 '1111 

341/ 

4'551/ 

12 1 15ん

3/1211 

6/2311 

1'06" 
3'4211 

1'54!1 

3'4211 

3ヲ11

]411 

1'1411 

1811 

1'1411 

1 '27グ!

5411 I 
2148// 

2'10 ん

43" 
1/2411 

58.5.1:' 

1'3011 

5'00 ゲ

2'04 1ゲ

1'331/ 

2'1011 

� '4211 

¥/04.5/1 

1133. s!! 

l' 471
' 

3146.511 

1'181/ 

1 '13/1 

む lA

B 
02A 

B 

03A 

8 
04A(大)

A(/j¥) 
04B(大〉
B'(小)
B" 

05A 

8 
06B 

10B大
B'ノj\

llA 

B 

i4A 

B 
15A 

B 
16A , B 
17 A 

B 
18A 

B 

20A大
A';J、

BX 
21 

22 
つ2'

22/1 

24 

25 

:26 

28A 

8 
29A 

8 
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Iヨ
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3 
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B f
 

l
 

、
ノ

\
3
ノ
、
ノ

\
3ノ
、

j
J
\
?
ノ
\
ノ
\
}
ノ
可
ノ
、

1

ノ
、

3

ノ
、
J

、
J

、
h

ノ
、

P

ノ
\
/
、

v

ノ

\
1
ノ
、

J
Y

、
。
ノ
\
ノ
、
3

ノ
、
B

ノ

\
t
ノ
、
1

ノ
、

j
J

、
J

、
、
ノ
、

J
'
I

ノ
、

j
/

、
i
J

に
υ

H
M
M
N
H
H
"
M
M
U
U
h
N
H
W
M
M
U
H
H
M
M
H
H
H
M
M
μ
υ
F
M
M
H
M
M
M
H
U
M
P
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μ
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F
H
M
U
M
F
U
N
d
M
M
万
川
U
M
M
H
U
F
F
H
H
F
Q
υ
f

・

5
5
5
5
6
8
4
0

つ
ん

2
1
4
8
2
2
2
8
4
8
8
0
3
0
0
2
6
2
4
0
0
0
0
0
0
0
4
o
o
l

〆
0
8
2
7
5
5
7
5
3
2
7
3

4

4

2

3

3

4

i

1

2

2

3

1

2

2

2

2

1

0

4

0

3

3

2

3

3

3

1

1

2

2

2

2

2

l

1

2

i

l

1

2

3

i

5

0

1

0

2

F

1

 

f
f
f
J
f
J
/
f
f
J
F

ノ

1
2
3
1
7

岨

I
l
l
-
1
1
1

1

1

 

/
t、
〆

t
\
〆
t
Rも、
/
t
k
f

、
〆
6
\
/
\
/
L
f
t

、
〆
t
k

〆
吐
、
/
i、
、
f
‘
\
〆
S
町
、
/
f
、
「
也
、

f

、
/
\
「
丸

J
J
f
'
\
/
t
、

/
g
\
ず
(
\
〆
f
、

/
e
a、
/
『
‘
、
r
k
/
i

、

f
x
r

、
、
/
t
、

/
f
\

5
5
F
d
t
J
4
4
7
0
7
0
J
1
4
4
1
1
A
8
4
9
1

ょ

l
3
3
6
6
/
0
4
4
0
7
0
8
0
2
0

つ
ん
3
1
5
5
2
1
4
P
O
I
-
4
8
4
6
6
6
7

2

2

5

5

6

7

6

U

1

0

8

4

4

1

1

1

1

2

I

2

9

0

7

4

4

4

2

2

4

4

I

l

l

-

2

3

 

ハ
ノ
ム
l
e
t

よ

4Jf 451/ 

l ヲ'1011

132(551' 

32'0511 

14/2411 

:3' 12/1 

15'38/1 
11'40/1 

21'3411 

21'3811 

5' 4111 

:,6 11 

1 ;52(1 

2211 

7.3/42J.1 

63'561' 
5'5211 

11'26/1 

1'081/ 

4811 

5;'0011 

4'3ヲF

6910011 

21'20'1 

8'3211 

2~2/フ4 /1

7/28/! 

4/4011 

2/50/1 

b〆 40 11

321401' 

:33'20Ii 

24'0011 

13'2011 

7'0011 

5'2211 

?'OO!l 

7! ,3()!! 

8il5l/ 

3211 

281' 
210811 

4/15/1 

10'05// 

15 / 1ûρ 

5'0品。

4/2011 

8/1811 

2'48 /,1 

,Y02 11 

8'1.9.511 

31, 51J 

3 1.民 511

41] J I1 

3'2311 

1/1511 

141/ 

1'53!1 

1'481/ 

3,38 11 

191/ 

2'3811 

45 /,1 

3,57 11 

12'15/1 

2/5511 

5'03/1 

3'3011 

3ノ3011

3官庁

1411 

1'04" 

�3// 

1'0411 

1'2211 

4311 

2'1[11 

1'4 己 II

29// 

50'/ 

18.5// 

2せL

4'1811 

l ノ 14 //

1'081/ 

1 / 141{" 

38/" 

1 '07i/ 

]11011 

3'20.(1 

3flJ!1 

2ノ 04"
1 勺~9!1

3'42 ‘ 5 // 

43か

2']211 

UII 

2'2911 

lf3911 

2/271' 
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数と加工lI:f n!l 

h:<b 、 fr 1!長 j >< b d 十 1 -ら k 仡li う号
1 3主

6吐ら17. 51! 2311 91,]5// 118ノ07. 出ん L{:Î'~ IJl: , (土り，むな;十.， もや
4.012:)// J.5// �'401! 6(:/1~)iケ とf7ヲけた，はり， Iv?な水，ちゃ

232/S011 23グ 21/05// 386ノ 50ρ :ト、台骨げた，はり
276'5C)!! l' 19/] 51' 328'1 円/" L{ì', I ナ?と，はり
22'20/" 2E゚  1'101/ 38ノ24 11 1:11 
マ '20 11 3~)/! 2'20'1 1ヱ '~.)2'~' 七三?

182'01 !! 71/ 7'4'弓 1/ 205'2i)�! 中?
115130 /,/ 7" Bノ 10!1 13f/20f/ 小)';~づか
工もも '56. も1/ lOll ] 1'lO'l 202'40.5!! 上長:í't げた，はり
13ó/41 /,1 10(,1 9勺o!! 1 もも109 /' は v)， むな本，も"\~)

39/581! 121/ :!'! ;げ 47 ノ 51 !ツ !NiUX 
11/04グ 日グ 12'32/' れ:
12IS8 ，~/ 5// 20lf 1 れH L ふtB i 、

43グ フ F 7 ,(,1 l' 121/ ネ?
56157/1 7./" フ3/27/1 15 ，;/06 ゲ 本主
45'44., 8 11 7H 21'.56// 136'36 , 811 

81()4i' o刀 1 ，3(5も ~i I!司松
57 1 S(弓 1I ヲ/' S! "1-'311' 7 ~-/Ofミ3 ρ けよこ， 1土 l)

34/1 5 ,í,1 5!! l' 47 グ 伊 j'，r'?
， 1 、5~:/! /;.0// 40'ゲ む123 1/

36/45~f 4_/4E)I! 14'15 /,1 102/00'1 ノトJiH:fり
9'3611 lyl 、ヌ〆 9万 14(54 ，~i U'l:: 

38'18ff 21S3i! 17' 18// ]ヴ4 136 1.1 小長引まりき l土り
17':J61! :.)I( ゾよ20/! 40' 16 グ 火Y[jイ7
5ヲi 12~! 51! 1 1 ;、0/1 69/0 4_，~i ?し:1 之、l、

1もf36!f 1 2'48/! 51 ，1 ぐ 8/" 火Jnまり
51' 481' 、RJ// 1'1() ,1 60/26/1 l 土り， :ナ f，~.
γず()()/' γJワ 21201.1 1巳jむら f/ 大 iJ 1 
3158 ,1 7 ，1，J 9 ，~1 f弁←Iに，.一Jコ@ 刀、
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123'2011 5!.i も'こも!! 16~:/()O!i J1J3、 "U島九(~*
10 .. 1/24/: 5'/ も 'O(むi，í I:A'2人 f/ y.p 人 1'1] 到fI(i)かまちとむしは1l\;T
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63l00// r 、/' 3/4D!/ 74 1 15グ !(JH!] り縁
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8'16" ~iS ，l? ?'20/1 12'ιι11 支え iふ m~lj 
23/1SF 1 Ei ~/ 3'451! 31 '1St! fl 
23/5()i! 35N γ 25!~1 40'201/ I)j文尽 ， !fft U 
23/481' as(! 8'lO!! 41'0811 数!百九然 H
1 ヲ 121// Yゐ K、J'ゲ 4'48f1 29'15グ J:j:, 
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11 ヲ101// 511 3/05/f 13()f25.5 /,1 t_T::'?，約

2, 647' ,JO. 3// 283'3ヲグ 3, 822'24.8!! 
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[時間はかわってくる。 たとえば， ある柱t;J iと制緩穴が 6 鋭ある場合， 友 12 の 1GB' (セットヱ共によ

って1JIlf された。つまり，ある程皮プレカットが取り入れられていたことになる〉は 14. 61! +7 11 を袈して

おり ， jJ日工11寺 I i'1 J は (14. 5+7)!!X6=129. 6 1! で γ9.6 11 を裂することになるが，多戦ボール殺で [CIJ Il~i力rLl' -;j・才し

ば，表誕百i 3 か所ずつの同時店lCで (14時時十 7)11 X 2 ニ 43.2 1./ しかかからないことになる。

このよう 新しい機bえの開発も 12. めてどのようなシステムをとるかによ司て，

大闘にことなって ζ ょう。いうまでもなく，機械化そ進めれば進めるほど力I]T.~;きは短くてすみ，加工の

ための労務費は低下してくるが，反対に機械の償却費負担ばjE1大してくる。仮に数)千万円の設備投をかけ

たとすれば，その償却授は稼illh4;i にもよるが，稼lll1J 1 WiffWlあたり数千円にもよ去するであろう。とれは 1 時

r\Jあたりの労務貨とくらべるとかはり高額であり P 結当大和!な 1Jlì]二時間の節約がjjíJ探となる。

ゐ:抗 争反 12 iζノ五した力111:.8寺市1 d 十 j 十 k ヰ1 ， d ~土システム次第ではり にするふとも可能であるが， J 

および kfiOにまで近づ v:[ ることは不 fíl 抱である。いま仮に，問|時力[仁工などの採用も含めて， 1 ， 694 か所

の U::D紋手が l か所平均付随作業ち含めて 15/1 でかr:cできたと仮定すると，カiJ[時間は 424' 弱となり，

表 12 の場介の 11% .L:tLの時間を必要とすることになるが，現実IUJ Jl!査として 1 か所、i〆均 15//

部卒;Jを jJi! ~I命ずることはきわめて凶知であろう。

このように見てくると， プレカット設{j詰投資 lとは労務授と tもあった総力nコぷ司最低点、があるはずである

が，それは在来 [11ミどおりの部はと 11: 口組長手を採用していく限りにおいては，あまり渇額でないととろに

あるものと jぷわれる。複雑なf1ls材を比較的少設に扱う場合どは，1{欠的 2 次的な{，]凶作業の flを[l!，]は，設

備投資iC J: つてはなかなか減少させ難しむしろiち加する場企さえあ :J ，あわ u.て機械の稼動~i1も低いも

のとなるからである。高額の設備投資をする場合には，やはり -f1Ë$在大 Irtií ~こ向トするために設計イ仁ーより合

奴化し，部付を単純化するととが之、援であろう。プ νカット設備をどのような険積に L，どの穏伎の続税

にしていくか， また， きかはなお今後の検討にまたねばならない。

d. 総作業時間の怨総

在来r.法が， :l}!，場手間がかかりすぎて !tll立に長時間そ裂す一るとすれば， ζれを可能な限り短紛ずること

が必要である。 情jをそのものは全く交えおいで，加r:をなるべくプレカットに切りかえあなど作業の合践

化をはかったとして， 総作業時間ほどの絞i)t綴荷台する ζ とが してみた ;;>d2 において，仮

lこ;墨付け時 1131立会く不婆になり， {:I: [寸桃手の加工Ilif悶および付総作業の 11寺!却が，さきにのべたように 424ノ

lこまで短紛できたと仮定して， :&8 および 9 '2: Jtることとする〉

墨付け時iiiJ 1 ， 268' は不要になった 891' のほかに総立てのための必安時間 377' が含まれており， ζれ

はそのまま残る。表 12 の fl: 1ゴ継手 0) 山口j寺「1324 イナ随時間との和 2 ， 931' えJ' ， 424' ですりとすればその表

2, 507' は表 9 のNid;j けを添いた加1] 時背jの計 5， 227 1 からおへしつ lかれるととになる。残りの加工時 FgJ H: ¥'J� 

0:口紋手以外の加工的}羽も久、まれるので，なお節約が可能なとこになるが，機械]'jlJ りや機械穴彫りなどに

はすでに節約の余地ぱなしの ζ びきもn 仁1継手関係以外はすべて手持丸の ζ によっているので，あまり

節約はできないc わずかに表ím仕上にかかる手削りの時間が?アレ{すおよびスーパーサーブェーサへの

;芯任以こよって節約できるととになる。

料一切削の筒)究数 J土表 71とよれば 873 もあり p 手首i]りの日当日 94ß1 はとても 01とはならない。 どの:f.{{i度の

時間jが節約できるかは軽々に判断はしがたいが，粉切河川こ続いでおなじラインでか‘すれば，ほとんど時

間を見込まなくてよいことなどから，とれも悶維ではあるが~ 1/10 fζ節約できると IÜj]ごすれば 853' の
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1'k9の 26.696ば抑l'+2.507' +8531 出 4 ， 251' fß 'fTi紛され，釘1 約が念才したことにーなる。が;んJ，

の1'1 業 11寺i!Uのゆから 15.296 が352 し 0íかれ得ることになる。

/こだそのほかv: プレカットによって節約される持関は何もない。お;J[時間以外の主作業時間からは，

おことになJ r" y までの作業主の「iiでは ， Jt古せまでの現場、での時間が不潔になるので，

る。ずか備については，表 8 O);r; 1 8 めの;升婆fftr i1'i] の 1/2 と F その後建前日 r~J H までの待問 -j(i不安になると

189' が， J宝級はおなじく煎 1 U めの百fí-主主時間の 2/3 とその後建日目 立íJ 日 Eどでの時rHJ 32:f が不主要とすれ;工予

子符ち，事故についてはそu才iなり?その他打合せ判断，材料j設し"あと始末9 絞れ， F自慢L

それぞれ 635う 564' ， :37', 32', 21 /, 395', ぞれが主主的自 ùíl FI までの時間す八でが不裂になるとすれば，

57九 18' の，^，-TIl 1, �79' 7)5節約される。

8 日告nJJ!本お日 :jl:r，} i訓::;みの~いところげある。表 81，とノï";されたこの調査での体総11寺rm Lì~ 22噌 8おマあり、

と:れがj~.すぎるかどうかは'，Ll労働;ζ検出(ナオLfi 1 時間的分i乙相当するの作業の複雑tl などからみて，

には断定、で会ないがp もしこれを 8 l!寺;JJ :[1 の 1 W!filふつまり 12， 5% にまで節約できたとすれば，号れだけ

アれまで仮定してきたプレカッ}などにJ る作業時慌のt:tï約ω合で 2~ 的2' O)i1ìJ約ができるととになる。

計は 6， 0301 となるので，総作業時間 28 ， 119' から体J三時IHI およびこの 6 ， 030ノミ会議 5i いた殺り 15 ， 664 1 が

これが見込み得る段低のよ本滋時間とい(100-12, 5) 96lζ なるように休怒時間をと設定すれば 2， 238'となり，

うことができょう。もちろん，分、1&([時間中も-ft[!:O) チ，ムがれ殺をt区当するでF1絞を短縮させることはで

さるし"そのような;な味で特定工法の作業'i1守閉そ日:論ずる Jiá~合がみられるようであるが， 本質的にそれは

材、政 11与:品!が京懇であることを:'2: 1来してはいないので論外である。

でのすべてそ含んだ金行動:1寺川は，ゾi レカットなどにより筏力節約したとしても，そ

なり，}ぇ 9 の全 iJSG]J if寺!日 i の 63 ， 7% にま ~C しかならなし旬。これは 37曹 3

人工となり， Ií!ifl);あたりでは 0.801 人 [/m2 (3 副 3m2 あたり 2， 643 ノ" L.) というととになる。この伎は:.j;!i~

給関9 除外rï!~lJ

の級[\R は 15 ， 664' 十 2 ， 238/~こ 17 ， 902/

引戸長 1/ムでも組成]法でされている作業時li'iJ 3, 3 m2 あたり 1. 5'v 2 人工lf か勾り近し、ものであり，

{~[~l/~' ノ~t-，'.'"C.ゑú(t~.バ八 三.~~Jg1'下:長会台ヒすればこの松[交の行、)Jイじとに桜丸j弁が i-U-M~なことや;.Fすものとし

ズょう。

しかし?いじつもり三の;'. ，~，乙 \1 つてのこのがおは，かなり到達日~ )~lr~ なものと凡なければならず，こと

iとーの減少と反対iと投，{!自民11l;0ムノにさくなることや，却材ス卜ック rjJ の泣い奈さけるための乾燥に袈する

去をilJそJ み1みしなければならないとと，また，かなりまとめてn:iif:'するととが必裂であることなどから，

このような試算のょに立ってプレカットの効用 主、 E';長 d るごとは.fp_ ;;1 でおり，なお今後の検討にi与っとこ

ろが/え;きいっ乙{ごにのべたことはあくまでも，本 fサにくした"JHYlj ，制資 r互参考;として、在>k..... [~t}~O) 含J!'tl イ七

を検討する坊 iTの考え方告示したものにすぎなし ι ととぞお前i りしておくむ

嬰t淘7, 

;百杭 46. 57m2 の印紙 1 平燦(1:'{;1 淡について， tlUfi 郊1);および木工事関係の作業時I!\W:つい1) 

て詳細な分析をおこない望主i

rr:m された素材・製材は 59 種類，樹1遺品iちを1m~;視すればす法のーとだけからは 49 種Sltt，えさも無視

総J外積の 5，1. 5% 立総 9， Or~すれば 33 滋綴，ホ}I7:Jこもっとも 111]認になる Y~_jだ、けで区分すれば lnm:績で，

10, 5 cm のものでおめられていた。
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3) 材績比率ではぷ)'fj (37.69ぬと (25.1%) がもっとも多く， ζ 才しについで小l悩奴 (17.696) ，

板 (16.7%) である。板は合板lζ置換することが可後でまた望まししこれを除けば村阪は 4.5 cm, 7.5 

cm, 10.0cm の 3 殺に援団できそうであり，ギi:米工法、はノト径木 i乙好都合な[法といえよう。

4) 用材使用量は 0.17435 mB/m2 (3当 3m2 あたり 2.07 石〉で， f，'it{*に 40.096 ， 尽恨天パム lζ39.596，

Mミ lと 20.5% を{交っており， 枠kJl~工法i亡くらべると降、娘夫)1一村の消費が多く， 1*がぜい弱であるように

添われる。

5) 使HJ部材欽 tj: J単位瓜':'1.討作iあたりで 41. 51m2 !己主し，援に 19.5/m2， 1翠棋に 9.9/ 九1 2 がとくに多い。

下地税と野地絞だけで全部材数の 35% を占めている(表 7) 。

6) くぎは 3.3 m2 あたりし 400*以 t二ヲ 2.29 kg を使い，その Illi;)'iノレトが1:休で 92 本含かすがい 131

本が{交われた。

7) 力ilL昔.tf間 l立合言 l' 7, 495' で，校1乙 19.5%，二t二台 lこ 1 1. 7%，裂に 7.39& ， 桁 lこ 7.2% と 1M]総材が支配

的であり，内装材では[母縁が 4.5ヌ6~ 数J管と甲忠清志Fあわせて G.296 が大きいブ了で， 構造材 lζ対する加工作

riJの方が内笈材のそれより大きい(表 6) 。

8) 作業区分別のがlutrl認では，きざみが 47喝 8% と半分近心 ζれについで墨付け(16.9%)) ，のと

びき(14.196入手当リり(1 2‘ 7%) などである(表 6 a) 。

ヲ) 部ü別の加工的 i1iJ iま授に 60.2労もかけている Aプ]， 1末は 5.79ん !ぷ級 2.2% と秘めてノJ/fJ:い(表

6 b) 。

10) 組j'CCI!tj，問ほJJII:U時間より多く 8 ， 2921 与を怒し，誇造材よりは内装材 lご， 内装材以外ではíI~1体数の

多い部材 iとより多くの時間がf:1:われていた。組立て J-:数在、減らずにはf，jj j:;1'数合減らすととが効来的であ

る。

11)力Il .I.jffijfji数は 168!m2 ，こ ì1!し，の乙びき 56. 41m 2, fluj桟 ::f 36. 4/m2, 絞切ltj 29. 8/m2，結以J河iJ

18.7!m2 で ， f土口総子も切市iJ も柱材がもっとも多い。

12) 説主r.期間 75 11 のうち，大 LI 上 ']1 にあてられたのは休業 U 6 H を合む 29 [] l L\ j で，与 Yi工業 1I には 1'~

4 人の大工が役人され， 28 , 119' (3.3 m2 ~j i.J 4.15 人工〉であった。建前までに全力11 と時間

の 49.596，きざみの時間の 62.096 ， 選f、j- ff与 nnの 59曹 596 が使用された(友 8) 。

13) 全fi'IûJ時間中工、体作業時打mま 57‘ 1% で， ')(毅/)þう!自の 74.4男れとあたるのお1立 fUJ'lLij ~立会行HÛJ)1;'y IHJ rl1 

"府 5% ともっとも大さく， 7J口仁時閣が 26.6タん体主主持1mが 22.896 に相没しでかなり大きい。

14) t1:の ;Jli] の庁科とその作業時間の詳細を示したが，力n 持rt:J 1, 462/ C1JU工筒所Jr:，( 1, 125) 1\1加工作

業 66. 1% の他には付、隠れ:叩と 20.7形F 怒{、j、げに 13.296 ぞ必~Zごした(表 11) 0 f上 CJ紋子会つくるための

イ学業11寺部は 73タぷにあたる。

15) 28 積普 段波大;J\ネわければ 51 磁[こ整理されるがp そのための絵加工時間は 3 ， 822/ で

加工時間全体の 51. 096 にあたり p その合政化は:太いに:駐米がある。{士 i}j桜子の:fH矧)5りにその作業時間を

して，その (3~J想イヒのための資料会与えた(表 12) 。

16) tl: []紘予のJI;状や構成は全くそのま玄で，プレカット{じを大i~訴に導入したときの作業!日'HiDの短縮の

可能性を検討すした o 11:口紋予の加工が 1 館所、v均 15// でおとなわれ， 子削!.)時 11n(J:機械化により 1!lH に

なり歩 休憩時間;;t8時守\j労使ITI!J の 1 時i訟でよ乙りると似j._ËL， lこ j会合の総作業i1!f1'i:\1 ~土木司活況の場合の 63.796

となり， 0.801 人 [1m2 (3.3 m2 当り 2.643 人工〉となってl~"MHl主 r~itのそれに近づいてくるが，設備投



伐採仰木材の邸付イじ(治 2 械) (研究賃料) Cポ合問問〉 --< 111 川町

~f ゃてヂド fょどとと芯えるとブ;引にはかなり泌総tt'tt^ l:ちなうものとui吋
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